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須商東京同窓会は、

2013年11月２日（土）

田町ハイレーンに須商

健児53名が参集。 

ご来賓として、母校小

出邦宜校長をはじめ、

母校同窓会の荒井清治

会長(S38卒)、霜田剛

(S42卒)・和田安江（S38

卒）・広瀬雅代(S58卒)

各副会長、そして小林

昭夫近畿支部長（S38卒）にもご臨席いただき、賑やかな楽しい 

会となりました。 

総会に先立ち、ボウリング組とウォーキング組とに別れ、それぞ

れ楽しみました。 

総会は、蜂谷雅人東京同窓会代表そして、母校小出校長からご挨

拶をいただき議事に入りました。 

議事では、「経過報告」・「決算報告」・「今後の東京同窓会について」

など全て承認していただきました。 

このうち、「今後の東京同窓会について」は、幹事会にお

いて今後のあり方をいろいろ検討した結果ですが、私達の東

京同窓会は母校の再編統合が行われる平成28年（2016年）度

をもって解散することとし、毎年開催の「東京同窓会総会」

は同年度をもって終了することでご承認いただきました。 

これにつきましては、惜しむ声を沢山頂戴いたしましたが、時代

の流れでやむを得ず、何とぞご了承くださいますようお願い申しあ

げます。 

なお、「東京同窓会終息に向けての対応方法」につきましては、次

ページ掲載の方針にて、ご承認いただきましたのでご参照ください。 

2014年度の総会は11月1日（土）です。ぜひご出席ください。 

「
成
美
会
誌
」
さ
よ
な
ら
特
集
号 

 

本
紙
は
、
長
い
間
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
参
り
ま

し
た
が
、
東
京
同
窓
会
の
解
散
に
先
駆
け
、
今
回
号

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
伴
い
、
今
回
は
、
会
員
の
皆
様
に
母
校
の 

思
い
出
や
、
現
況
な
ど
の
寄
稿
を
お
願
い
し
、 

『
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
』
と
し
て
、
す
べ
て 

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

♪人生の事業～我にあり 

S40年 大峡賀利・中沢功夫 
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東京同窓会終息に向けての対応方法 

１．「須商東京同窓会」は平成28年（2016年）

度をもって終了する。 

平成26年（2014年）度から平成28年（2016

年）度の３年間における会費・賛助会

費・寄付金はいただかないこととする。 

なお、総会費用は、総会出席者から実費

をいただくこととする。 

 

２．現在の東京同窓会繰越金は、平成28年

（2016年）度までに漸次消費するもの

とし、平成28年（2016年）度総会終了

後における残金は、会計監査を経てか

ら母校関係あるいは公的機関に寄付す

る。 

懇親会は、ご挨拶のあと、池田明治顧問

（S31卒）の乾杯でいよいよ佳境へ。 

中華料理をいただきながら、「ひと言ス

ピーチ」とあわせて写真撮影、じゃんけ

ん大会、そして「♪高校３年生」を皮切

りに♪カラオケ大会へと・・・ 

賑やかに、共に過ごした楽しいひと時でした。 

終宴間近、全員大きな声で「♪校歌」・「♪信濃の国」を合唱・・・ 

荒井・割田・盛田・小渕・関 

蜂谷・樽沢・和田・小林・北島・小林 

北沢・小川・勝山・小山 

談笑 

小田・大峡・小林・森山・岩井・西沢・返町 

中沢・有賀・木村・尾畑・瀧沢 

揃いました７人衆 

先輩よろしくお願いします 
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ボウリング参加者１２名 

～成績は下記のとおり～ 

優 勝 小田 彰 S40年卒 ３０３P 

準優勝 盛田 登 S38年卒 ２５６P 

第３位 中山 勉 S39年卒 ２５１P 

 

本部副会長の和田安江様の始球式により試合開始となりました。総勢１２名で盛大に和気あい

あいとひとり２ゲームに熱中して、ストライクあり、ガータありの連続で大きな拍手をしたり、

残念な溜息ありと・・・大変有意義なひと時を皆さんと一緒にエンジョイできました。 

疋田・横谷・池田・小山・浜野・吉沢・浅岡 

坂口・平尾・藤沢・丸山 

霜田・中山・中島・宮越・田牧 

金井・斉藤・泉・中澤・宮沢・高相 

今回は19名の参加を得て、「清澄庭園」と「深川江戸資

料館」を歩きました。 

清澄庭園は江戸の豪商、紀伊國屋文左衛門の屋敷跡と

伝えられ、その後、岩崎彌太郎が社員の慰安や貴賓を招

待する場所として造園しました。関東大震災後、岩崎家

から東京市に寄付され、昭和５４年東京都の名勝に指定

されています。 

一周30分程の庭園ですが、大きな池に各地の名石、富士山を模した築山など、明治の代表的

な「回遊式林泉庭園」です。池巡り途中の石橋では大きなコイが口をパクパクしながら寄って

エサをねだり、遠くにサギも見ることができました。小雨が降り始め、急ぎの池巡りとなって

しまいましたが、都会のオアシスを実感できました。  

「深川江戸資料館」は江戸時代末（天保年間）の深川佐賀町の街並みを実物大で、コンパク

トに再現しています。八百屋や米屋、船宿などの備品を手に取る事もできました。船宿の前の

川には舟が浮かべられており、火の見櫓との立体感がありました。 

ボランティアのガイドさんが館内を案内してくれ、ビルの一角でしたが江戸時代にタイムス

リップした感じでした。               (6,560歩 3,9km) 高相記 
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2013年度 総会出席者 
 

昭31卒 浅岡 良夫  昭31卒 池田 明治 

昭31卒 小山 文夫  昭31卒 坂口 邦一 

昭31卒 浜野 成一  昭31卒 疋田 雅博 

昭31卒 平尾 雄市  昭31卒 藤沢 三男 

昭31卒 丸山 圭三  昭31卒 横谷  亮 

昭31卒 吉澤 利勝  昭32卒 斉藤 裕三 

昭33卒 泉  英二  昭36卒 中澤 慎也 

昭37卒 高相 博澄  昭38卒 阿部 桂子 

昭38卒 小渕 重雄  昭38卒 北島佐恵子 

昭38卒 関  昌雄  昭38卒 樽澤 輝男 

昭38卒 蜂谷 雅人  昭38卒 盛田  登 

昭38卒 割田  隆  昭39卒 中山  勉 

昭39卒 宮沢 利二  昭40卒 有賀 信子 

昭40卒 岩井 和雄  昭40卒 大峡 賀利 

昭40卒 小田  彰  昭40卒 尾畑 良子 

昭40卒 木村 光宏  昭40卒 小林 直治 

昭40卒 返町 敦雄  昭40卒 瀧沢 定幸 

昭40卒 中澤 功夫  昭40卒 西沢 弘文 

昭40卒 森山 貞幸  昭41卒 小川 安雄 

昭41卒 勝山 功久  昭41卒 北沢  博 

昭41卒 小山 俊久  昭42卒 佐藤今朝雄 

昭43卒 中島 貞子  昭43卒 宮越  薫 

昭47卒 金井 年男  昭48卒 田牧  博 

事務局 山田 竜也 

昭38卒 荒井 清治（本部会長） 

昭42卒 霜田  剛（本部副会長） 

昭38卒 和田 安江（本部副会長） 

昭58卒 広瀬 雅代（本部副会長） 

昭38卒 小林 昭夫（近畿支部長） 

学校長 小出 邦宜       ５３名 

 

東 京 同 窓 会 日 程 
 

第１部 第２０回ボウリング大会【ゲーム開始１３時４０分】 

（１２名参加） 

進行  小田  彰（S40卒） 

第７回ウォーキング会【スタート１３時０５分】 

（１９名参加） 

ナビゲーター 高相 博澄（S37卒） 

 

第２部 総会【開会１５時３０分】 
司会   小林 直治（S40卒） 

１．開会の辞………………………副 代 表 有賀 信子（S40卒） 

２．東京同窓会代表挨拶…………代  表 蜂谷 雅人（S38卒） 

３．来賓ご紹介・ご挨拶…………校  長 小出 邦宜 

４．議事……………………………議  長 小山 俊久（S41卒） 

（１）経過報告（2012年11月〜2013年10月まで） 

…事務局長 中山  勉（S39卒） 

（２）決算報告・監査報告（2012年４月〜2013年３月まで） 

…会計 佐藤今朝雄（S42卒）・監査 斉藤 裕三（S32卒） 

（３）今後の同窓会について…事務局長 中山  勉（S39卒） 

（４）役員改選について………事務局長 中山  勉（S39卒） 

５．本部同窓会近況報告 

…母校同窓会副会長 霜田  剛（S42卒） 

 

第３部 懇親会【１６時１０分から１８時３０分まで】 

司会 金井 年男（S47卒） 

１．来賓ご挨拶…………母校同窓会 会長 荒井 清治（S38卒） 

近畿支部長 小林 昭夫（S38卒） 

２．乾杯……………………………顧  問 池田 明治（S31卒） 

３．期別（１分間）スピーチ 

４．ボウリング成績発表…………顧  問 小田  彰（S40卒） 

５．ジャンケン大会………………副 代 表 中島 貞子（S43卒） 

６．カラオケタイム 

７．校歌・信濃の国 合唱 

…大峡 賀利（S40卒）中澤功夫（S40卒） 

８．万歳三唱………蜂谷代表 小出校長 荒井会長 小林支部長 

９．閉会の辞………………………副 代 表 泉  英二（S33卒） 

１.昭17卒 山 岸 伍 助 
２.昭20卒 西 川 正 道 

３.昭22卒 平 野 宗 雄 
４.昭27卒 小 滝 公 弘 
５.昭28卒 木 下   啓 

６.昭28卒 宮 沢   弘 
７.昭28卒 宮 沢   登 
８.昭28卒 伊 東 嘉 人 

９.昭30卒 前 島 光 秋 
10.昭31卒 吉 澤 利 勝 
11.昭31卒 横 谷   亮 

12.昭31卒 平 尾 雄 市 
13.昭31卒 藤 沢 三 男 

14.昭31卒 浜 野 成 一 
15.昭31卒 池 田 明 治 

16.昭31卒 浅 岡 良 夫 
17.昭33卒 牧   袈裟治 
18.昭33卒 泉   英 二 

19.昭34卒 駒 津   勝 
20.昭34卒 小 坂 公 男 
21.昭36卒 藤 沢   嵩 

22.昭36卒 本 井 春 二 
23.昭37卒 篠 原   守 
24.昭37卒 佐 藤 喜 重 

25.昭38卒 盛 田   登 
26.昭38卒 阿 部 桂 子 

27.昭38卒 湯 本 俊 雄 
28.昭38卒 関   昌 雄 

29.昭38卒 蜂 谷 雅 人 
30.昭38卒 村 石 久 二 
31.昭38卒 小 泉 充 男 

32.昭39卒 宮 澤 利 二 
33.昭39卒 中 山   勉 
34.昭39卒 中 島 徹 雄 

35.昭39卒 岩 崎 幸 夫 
36.昭40卒 滝 沢 満由美 
37.昭40卒 有 賀 信 子 

38.昭40卒 木 村 光 宏 
39.昭40卒 檀 原 憲 治 

40.昭40卒 瀧 沢 定 幸 
41.昭40卒 森 山 貞 幸 

42.昭40卒 中 澤 功 夫 
43.昭40卒 大 峡 賀 利 
44.昭41卒 勝 山  功 久 

45.昭41卒 江 守  四 郎 
46.昭41卒  小 山 俊 久 
47.昭41卒 小 川 安 雄 

48.昭41卒 片 桐 正 人 
49.昭43卒 宮 越   薫 
50.昭44卒 稲   準 義 

51.昭48卒 田 牧   博 
２１７，２００円 

寄 付 者 名 １１月２１日現在 
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（
昭
和
38
年
卒
） 

先
ず
は
、
十
年
も
の
長
い
間
、
会
長
を

さ
れ
東
京
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
、
青
木
さ
ん
が
今
年
４
月
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
の
須
商
東
京
同
窓
会
は
近
年
に

な
く
五
三
名
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
第
一
部
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
と
ボ
ウ

リ
ン
グ
会
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

六
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
回
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
好
き
な
私
は
散
歩
コ
ー
ス
を

選
び
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

今
回
の
コ
ー
ス
は
清
澄
庭
園
・
深
川
江

戸
資
料
館
を
巡
る
情
緒
豊
か
な
散
策
で

し
た
。 

此
れ
よ
り
本
題
に
入
り
ま
す
が
成
美

会
誌
も
今
年
で
二
〇
号
誌
と
な
り
ま
す
。 

平
成
六
年
に
成
美
会
誌
が
誕
生
し
代

表
に
神
林
氏
、
事
務
局
は
外
谷
、
中
野
両

氏
と
成
美
会
ス
タ
ッ
フ
九
人
が
携
わ
り

発
足
し
ま
し
た
。
成
美
会
誌
打
ち
合
せ
事

務
所
は
丸
の
内
の
「
ヒ
ラ
ノ
印
刷
」
で
す
。 

先
輩
の
平
野
宗
雄
氏
が
経
営
す
る
事

務
所
で
成
美
会
誌
が
誕
生
し
ま
し
た
。
創

刊
号
の
合
言
葉
は
「
楽
し
い
縦
割
り
の
付

き
合
い
」
で
し
た
。 

創
刊
号
か
ら
三
号
誌
ま
で
は
写
真
も

な
く
随
筆
と
イ
ラ
ス
ト
に
卒
業
生
の
広

告
で
し
た
が
四
号
誌
か
ら
青
木
新
会
長

が
就
任
さ
れ
、
事
務
局
長
に
坂
口
氏
が
加

わ
り
、
同
窓
会
誌
に
写
真
が
加
わ
り
読
み

易
く
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
会
長
は
大
相
撲
を
愛
し
角
界
に

も
深
く
親
交
が
あ
り
、
東
京
同
窓
会
や
須

商
創
立
八
〇
周
年
で
は
相
撲
甚
句
協
会

の
「
昭
和
の
触
れ
太
鼓
名
人
」
福
田
永
昌

会
長
と
甚
句
会
師
範
を
招
き
本
場
の
相

撲
甚
句
、
触
れ
太
鼓
の
多
彩
な
芸
を
披
露

し
ま
し
た
。 

八
号
誌
か
ら
は
同
窓
会
が
よ
り
和
む

よ
う
に
副
会
長
に
女
性
の
久
保
田
、
有
賀

さ
ん
の
二
人
が
加
わ
り
、
雰
囲
気
も
華
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
会
誌
も
期
別
同
期
会

の
様
子
や
趣
味
等
の
記
事
を
取
り
上
げ

好
評
で
し
た
。 

十
号
誌
記
念
号
は
「
善
光
寺
平
の
食
の

知
恵
」
特
集
を
組
み
、
十
一
号
、
十
二
号

は
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」「
同
期
会
便
り
」

等
多
く
の
記
事
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

十
三
号
を
持
ち
ま
し
て
青
木
会
長
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
我
が
東
京
同
窓
会

に
と
っ
て
青
木
会
長
は
「
中
興
の
祖
」
の

よ
う
な
存
在
で
し
た
。
十
五
号
誌
か
ら
十

九
号
誌
は
表
紙
頁
に
沢
山
の
ス
ナ
ッ
プ

写
真
を
載
せ
、
構
成
に
楽
し
さ
を
感
じ
ま

す
。 い

よ
い
よ
成
美
会
誌
は
、
幕
引
き
の
二

十
号
と
な
り
ま
し
た
。 

国
宝
で
あ
る
奈
良
薬
師
寺
東
塔
の
解

体
修
理
中
に
長
野
県
内
の
小
中
高
校
名

が
刻
ま
れ
た
瓦
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
１
枚
に
「
須
坂
商
工
」
の
校
名
が
あ
り

ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
か
二
十
六
年
の

頃
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

本
年
度
も
新
入
生
百
二
十
一
名
が
希

望
を
胸
に
本
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

新
校
を
見
据
え
て
の
学
級
減
に
よ
り
全

学
年
３
学
級
、
全
校
９
学
級
と
な
り
ま
し

た
が
学
校
の
活
気
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。 １

学
期
に
は
、
部
活
動
の
各
種
大
会
が

催
さ
れ
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
運
動
部
で

は
、
卓
球
部
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
バ
レ

ー
部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
な
ど
が
県
大
会

に
駒
を
進
め
ま
し
た
。
女
子
バ
レ
ー
部
は

県
ベ
ス
ト
８
と
活
躍
し
、
卓
球
部
女
子
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
は
、
団
体
で
県
３
位

に
輝
き
、
北
信
越
高
校
総
体
に
出
場
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
卓
球
部
女
子
は
、
ダ

ブ
ル
ス
で
長
野
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な

り
福
岡
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
体

に
出
場
し
ま
し
た
。 

商
業
系
ク
ラ
ブ
で
は
、
長
野
県
高
等
学

校
商
業
総
合
競
技
大
会
で
上
位
入
賞
し

た
珠
算
部
・
情
報
処
理
部
が
個
人
で
全
国

大
会
に
出
場
致
し
ま
し
た
。
他
に
も
吹
奏

楽
部
や
書
道
部
等
地
道
に
日
々
の
活
動

を
積
み
上
げ
て
頑
張
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ

も
多
く
あ
り
ま
す
。
殊
に
、
く
ま
す
ぎ
ク

ラ
ブ
は
全
国
の
高
校
生
が
作
っ
た
商
品

や
自
分
達
が
開
発
し
た
商
品
或
い
は
地

元
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
を
通
し
て
、
地 

 

元
須
坂
の
地
域
産
業
振
興
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。 

恒
例
の
第
七
十
四
回
須
商
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
、
台
風
二
十
七
号
の
影
響
を
配
慮

し
、
十
月
二
十
五
日
開
店
を
十
一
月
十
五

日
へ
と
日
程
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

「
～
あ
り
が
と
う
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

３
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
～
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
開
催

し
ま
す
。 

流
通
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
で
学
ぶ
生
徒

が
中
心
と
な
っ
て
、
須
商
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目
標
に
毎
年
様
々
な
提

案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
、
市

内
の
放
置
自
転
車
を
回
収
し
、
プ
ロ
の
指

導
の
下
、
修
理
組
立
を
し
た
「
再
生
Ｅ
Ｃ

Ｏ
自
転
車
」
を
販
売
の
目
玉
と
し
ま
す
。

過
去
最
高
の
五
千
名
の
来
客
者
を
数
え

た
昨
年
を
上
回
る
よ
う
、
生
徒
職
員
一
同

張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。 

３
年
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
今

年
も
厳
し
い
就
職
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
各
界
で
の
ご

活
躍
も
あ
り
、
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
の

ほ
と
ん
ど
が
希
望
会
社
か
ら
内
定
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

進
学
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
信
州
大

学
、
高
崎
経
済
大
学
、
同
志
社
大
学
等
の

合
格
に
続
く
よ
う
指
導
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

東
京
同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
後
輩
達
の
活
躍
を
ご
理
解
頂
く

と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
近
況
報

告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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近
畿
支
部
同
窓
会
の
近
況
報
告 

近
畿
支
部
同
窓
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

支
部
長 

小 

林 

昭 

夫 
 

 
 

 

（
昭
和
38
年
卒
） 

閉
校
に
向
け
て
…
す
べ
て
の
同
窓
生
に
万
感
の
感
謝
！ 

須
商
同
窓
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

荒 

井 

清 

治 
 

 
 

 

（
昭
和
38
年
卒
） 

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
須
坂
商
業
と
須
坂
園

芸
が
一
つ
に
な
っ
て
『
長
野
県
須
坂
創
成
高
等

学
校
』(

仮
称)

が
誕
生
し
ま
す
。
新
し
い
高
校

は
、
総
合
技
術
高
校
と
し
て
商
業
科
、
農
業
科

に
加
え
工
業
科
を
新
設
し
、
地
域
に
根
ざ
し
て

活
躍
す
る
人
材
、
世
界
に
羽
ば
た
く
こ
と
の
で

き
る
人
材
を
育
て
る
べ
く
教
育
を
考
え
て
い
ま

す
。 ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
特
色
を
生
か
し
、

各
学
校
の
建
学
の
精
神
を
活
か
し
た
教
育
を
伝

承
し
つ
つ
、
学
科
連
携
に
よ
る
相
互
学
習
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
専
門
性
を
高
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
等
に
よ

っ
て
、
更
に
企
業
と
の
関
わ
り
を
強
く
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
実
社
会
に
役
立
つ
学
習
内
容
と
な
る
よ
う

慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。 

須
商
同
窓
会
で
は
閉
校
に
向
け
て
、
平
成
二

十
四
年
八
月
に
『
須
商
閉
校
準
備
委
員
会
』
を

設
置
し
、
第
一
回
目
の
会
合
を
持
ち
、
現
在
ま

で
に
七
回
の
会
議
を
開
き
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
閉
校
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
の
代
表
者
が
中
心
と

な
っ
て
、
次
の
四
つ
の
事
業
を
柱
と
し
て
各
専

門
委
員
会
が
企
画
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

◎
総
括
責
任
者
：
荒
井
清
治
同
窓
会
長 

○
閉
校
準
備
委
員
会
委
員
長
：
霜
田
剛
副
会
長 

○
総
務
・
式
典
担
当
：
広
瀬
雅
代
副
会
長 

①
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
吉
田
孝
副
会
長
）・
・
甲
子

園
出
場
し
た
選
手
と
現
役
野
球
部
員
と
の
対

戦
や
、
有
志
Ｏ
Ｂ
と
の
対
戦
を
、
平
成
二
十

六
年
九
月
十
四
日
（
日
）
開
催
予
定
。 

卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ

ル
フ
大
会
も
予
定
。
い
ず
れ
も
ど
な
た
で
も

自
由
に
参
加
で
き
、
各
大
会
後
は
交
流
懇
親

会
（
宿
泊
も
可
）
を
実
施
し
ま
す
。 

②
講
演
会
（
中
野
博
勝
副
会
長
）・
・
高
十
五
回

卒
、
村
石
久
二
氏
ご
本
人
と
有
名
人
の
講
演

を
計
画
。
氏
は
世
界
的
に
も
活
躍
さ
れ
て
い

る
、
㈱
ス
タ
ー
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
最
高

責
任
者
。
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
（
日
）

開
催
予
定
。
交
流
懇
親
会
も
予
定
。 

③
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
和
田
安
江
副
会
長
）・
・

吹
奏
学
部
出
身
者
を
中
心
に
、
現
吹
奏
楽
部

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
平
成
二
十
八
年

十
一
月
開
催
予
定
。 

そ
の
他
箏
・
尺
八
演
奏
ほ
か
自
由
参
加
の
心

に
残
る
音
楽
会
を
検
討
中
。 

④
記
念
誌
の
発
行
（
西
沢
直
樹
副
会
長
）・
・
閉

校
に
相
応
し
い
内
容
と
し
、
平
成
二
十
九
年

年
三
月
発
刊
予
定
。
閉
校
式
典
参
加
者
に
は

無
料
で
贈
呈
。 

☆
詳
細
情
報
は
決
定
し
た
も
の
か
ら
順
次
、
須

坂
商
業
高
校
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
参
り
ま
す
。 

永
遠
の
思
い
出
づ
く
り
に
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

須
商
同
窓
会
総
会
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月

十
四
日
（
土
）
の
開
催
を
以
っ
て
休
会
と
し
ま

す
。
何
か
実
施
し
た
い
希
望
が
あ
れ
ば
同
窓
会

本
部
ま
で
一
報
下
さ
い
。 

一
万
数
千
人
の
同
窓
生
に
万
感
の
感
謝
を
申

し
上
げ
、
須
商
同
窓
会
か
ら
の
報
告
と
い
た
し

ま
す
。 

東
京
同
窓
会
の
み
な
さ
ん
こ

ん
に
ち
は
。
毎
年
「
須
商
成
美
会

誌
」
を
拝
読
し
て
い
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
の
日
頃
の
活
躍
ぶ
り
、
団

結
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

私
達
の
近
畿
支
部
は
昭
和
２

９
年
に
、
大
阪
市
内
に
就
職
し
た

後
輩
の
歓
迎
会
と
し
て
発
足
し
、

来
年(

平
成
２
６
年
６
月)

、
還
暦

を
迎
え
ま
す
。
現
在
は
西
日
本
一

円
の
居
住
者
を
会
員
有
資
格
者

と
し
て
い
ま
す
が
、
御
多
分
に
洩

れ
ず
、
会
員
数
は
減
少
の
一
途
で

す
。 そ

れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
平
成
２

５
年
度
同
窓
会
は
、
ご
来
賓
と
し

て
荒
井
本
部
同
窓
会
長
、
飯
塚
教

頭
先
生
を
お
招
き
し
、
桜
満
開
の

４
月
１
４
日
、
会
員
・
ス
タ
ッ
フ

全
員
協
力
の
も
と
、
大
阪
市
内
ホ

テ
ル
で
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
弊
支
部
の
活
動
目
標
は

本
校
同
窓
会
会
則
に
準
拠
し
、

「
会
員
の
親
睦
を
は
か
り
、
会
員

の
心
身
の
向
上
に
つ
と
め
、
随
時

研
修
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
人
格
の
昂
揚
を
図
る
も

の
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
為
、
親
睦
会
を
立
ち
上

げ
、
年
に
数
回
「
集
い
」
を
持
ち
、

本
年
度
は
、
７
月
２
８
日
に
ホ
テ

ル
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
痛
飲
し
、 

１
２
月
３
日
に
は
ミ
ナ
ミ
で
、
飲

み
放
題
の
忘
年
会
を
行
い
ま
し

た
。
旅
行
、
ハ
イ
キ
ン
グ
も
昨
年

度
は
実
施
し
ま
し
た
。 

親
睦
会
は
、
折
に
触
れ
て
開
催

す
る
つ
も
り
で
す
が
、
こ
れ
は
、

飽
く
迄
も
同
窓
会
近
畿
支
部
か

ら
派
生
し
た
組
織
・
団
体
で
あ
り

ま
す
。 

し
か
し
、
今
後
の
同
窓
会
の
継

続
運
営
状
況
予
想
は
、
母
校
の
統

合
、
支
部
会
員
・
役
員
の
高
齢
化
、

新
規
加
入
会
員
が
期
待
で
き
な

い
等
の
理
由
に
よ
り
、
弊
支
部
同

窓
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今

後
と
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
し
て
近
況
報
告
と
い

た
し
ま
す
。 
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 ２０１３年度 経過報告 2013.12.20 須商東京同窓会事務局 

１．登録会員数 
（１）終身会員  2012.10.末   ２１３名 

住所不明退会     ２名 [住所不明 (冨澤久造 S28 中野 貴司 S30)] 
（2013.03.末）  ２１１名 

死亡     ２名（青木 悟 S25 宮沢正人 S31） 
（2013.10.25）  ２０９名 うち[住所不明 (荒井鐘司 S30)] 

（２）年 会 員  2012.10.末      ５８名（未更新１８名） 
          更新    １０名 
         未更新     ８名 

（2013.03.末）   ５０名 
          更新     ３４名 

元会員再入会     ６名 
新規会員     ３名 

         未更新    １６名 
（2013.10.25）   ５９名 

        （会員合計）  ２６８名 
２．成美会誌の発刊について（2012年12月18日） 

昨年は、第1９号を発刊しました。編集場所を「いずみ」として、事務局が一丸となって誌面づくりに取り
組みました。 

３．２０１２年同窓会総会後、年度末までに 

（寄付金）会員より  （ ２名   ２，０００円）をいただきました。 

（賛助会）賛助会員より（１２名  １８，０００円）をいただきました。 

４．２０１３年同窓会総会の案内状送付後、１１月２１日までに 

（寄付金）会員より  （５１名 ２１７，２００円）をいただきました。 
５．須商HPに成美会誌１９号を掲載 インターネット「須坂商業」「同窓会」で検索できます。 

（http://www.nagano－c.ed.jp/susho-hs/index.html） 

物 故 者 

◆   ご冥福をお祈りいたします   ◆ 
 

昭25年卒 青 木   悟（終身・元会長）H25年４月    昭40年卒 浅 岡 忠 男(首都圏在住)H25年２月 

昭31年卒 宮 沢 正 人（終身）     H25年12月 

事務局 活動日誌 

★ ２０１３ 年 ★ 
０１／２２ ０２／１４ ０３／３１  ・（賛助会員・寄付者）に礼状発送         １４名 

０４／１８ 期別幹事会①       ・経過報告／決算報告／2013年度活動計画      ８名（伊豆 サン＆サン） 

０８／０６ 期別幹事会②       ・須坂商業の廃止に伴う、今後の東京同窓会について ９名（いずみ） 

０９／０５ 期別幹事会③       ・総会内容・案内状・今後の東京同窓会について   １１名（いずみ） 

０９／１８ 総会実行委員会①     ・総会案内状発送                 ４名（いずみ） 

      （終身会員２１１名 年会員５０名 首都圏在住 ２２名 その他 ７名  合計 ２９０名) 

１０／０３ 総会実行委員会②     ・総会内容確認                  ７名（いずみ） 

１１／０２ 同窓会総会        ・出席者確認/総会印刷資料配布 参加者      ５３名（田町ハイレーン） 
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 ふるさとは 心の泉 
黒 岩 幸 衞（昭和16年卒） 

善光寺平の拡がりの中を滔々
とうとう

と千曲川が流れている。幅１キロ

近い河川敷をも超えて、長い朱色の鉄橋が、架かっていて、「村山

橋」と呼ばれている。その東端にある部落〝村山〟に私の生家が

あった。 

養蚕が盛んだった昭和の初期頃、その辺りは一面の桑畑で、養

蚕一家の我が家ではとても忙しく、登校前でも朝早くから桑摘み

や、畑仕事の手伝いに駆り出されるので村中の評判にもなってい

たようだ。 

折角実りかけた果実や野菜などが、大雨で濁流にやられる年も

あって、堤防の外側は悩みの種になっていたが、この西土堤には、

幼い頃からの想い出がいっぱい残っている。 

冬には手製の雪そりや竹スキーを楽しみ、春風が吹く頃には自慢の凧揚げを競ったことも忘れられない。 

昭和１６年春、実社会に旅立ってからは、年に一度の〝ふるさと帰り〟母手作りの茄子餡・おそばを頂

いた後、必ずこの堤防に立って懐旧の情に心を癒したものである。 

時は流れてあの頃の河川敷一帯が見渡す限りの桃畑に変わっていて、春ともなればピンクの絨毯を敷き

つめて、その遠景に飯綱・戸隠・黒姫の山々が白銀を頂いて横たわる。晴れた日には遠望北アルプスも興

を添えて、正に絶景、絵心躍る思いである。 

振り返り見れば、その昔キャンプした雪の菅平が輝いて、根子岳を源流とする百々川扇状地、須坂も、

糸の街から大きく変貌を遂げているようだ。若い世代を学び過ごした〝母校〟須坂商業の校歌の一節が脳

裏をかすめる。♪成美の教え、人にあり ♪人生の事業、我にあり 

あと一か月で「卒寿」の人生峠に立つ時、夜毎さ迷い見る夢は、懐しく楽しかったふるさと
● ● ● ●

の想い出ば

かり、その一篇を綴ってみた。 

須商同窓会・大阪発〜発足してもうすぐ60周年 
支部事務局長 小 嶋 啓 治（昭和36年卒） 

 

今年も近畿支部総会は盛大になりました。 

須坂商業の名称が無くなるのはさみしい限りですが、平

成２７年開校の「須坂創成高等学校（仮称）」おめでとうご

ざいます。 

盛り上がる高校野球選手権大会へ、一日も早く出場して、

近畿支部同窓会一同は甲子園球場のバックスクリーンに校

歌が映し出され、アルプススタンドから声高らかに歌うの

が夢です。大いに期待しています。 

歴史ある須商同窓会近畿支部も６０周年を迎えます。 

新しい歴史が築ければと念じています。 

(上段) 越・立岩・島田・原田・西宮・峯村・板倉 

(中段) 上野・坂田・羽生田・岩野・小嶋・松沢 

(下段) 和田・市川・飯塚教頭・荒井会長・小林支部長・ 

瀧沢 
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 昭和29年卒（高６回生） 

関東地区同級会開催 
兵 藤   武（昭和29年卒） 

平成25年３月３日草津温泉（ホテル高松）で同期会を開催

しました。 

今回は地元から山崎・渡辺・西野の３名が参加し17名で喜

寿の祝いをかねて学生時代を回顧、現況等を語り合い楽し

く、有意義な一時を過ごしました。 

次回（平成26年）もまた元気で会うことを約束して散会 

した。 

写真上段左より 黒岩・田子・小山・山岸・三木 

駒津・上澤・春原・樋口・富岡・山崎 

兵藤・渡辺・牧・阿部・松沢・西野 

 
 

昨年、妻と桜満開の上田から須坂までを手始め

に、実りの秋までの６回にわたり、源流地点の川上

村から新潟県境の栄村まで214㎞を妻とふたり徒歩

で制覇した。 

〇栄村と向きを変えた地蔵 

栄村は東日本大震災の翌日に、震度６強の「長野

北部地震」が発生した村で２時間足らずの間に震度

６の揺れに３度見舞われ、道路や鉄道は寸断され

た。地震から1年３カ月が経ち、あちこちで道路工 

事が行われ、遠回りを余

儀なくされた。宿で「隣

町の西大滝ダム近くの

地蔵が地震で栄村の方

を向いた」と聞いた。地

震の影響で高さ約70セ 

ンチの地蔵７体のうち、土台を固めた１体を除く６

体が90度、栄村方向に向きを変えている。 

住民たちは「地蔵さんが守ってくれた」「復興を

見守っているのでは」と話しているという。 

〇千曲川源流地点 

川上村の毛木場駐車場（標高1,460m）は甲武信ヶ

岳（2,475m）等への登山コースの入口であり、甲武

信ヶ岳は甲州・武蔵・信州の分水嶺で、それぞれ笛

吹川、荒川、千曲川の源流になっている。 

木漏れ日の中を千曲川のせせらぎを聞きながら、

源流地点目指す。カラマツ林、その後、シラカバ・

ダケカンバ林と進む。源流近くになると、針葉樹林

帯に入り、アズマシャクナゲもまじる。時々、小川

になった千曲川も顔を出す。いくつかの支流を越し

て、12時頃、源流地点に到着した。 

「千曲川信濃川水源地標」が誇らしげに立ってい

る。地標は30cm角で高さ３ｍ程あり、ヘリコプター

で運んだと聞いた。少し下った所から水が湧き出て

いて源流地点が実感出来る。冷たい水でのどを潤

す。 

 
高 相 博 澄（昭和37年卒） 

帰りにシカ２頭を見かけ

た。川上村は山側がシカ除

けフェンスで被われ、高原

野菜を守っている。中央を

千曲川が流れ、集落と高原

野菜畑が交互にある。 

丁度、レタスの収穫時期

で、鮮度を保つため時間と

の闘いとのこと。 

役場に併設された純血種 

川上犬の飼育施設があり、子犬を含め10頭程がしっ

ぽを振っていた。 

川上犬は昔、猟師がヤマイヌを飼い慣らしたとい

われ、凛とした風貌の小型日本犬である。 

 

〇徒歩を振り返って 

千曲川の上流域では高原野菜の灌漑用水、水力発

電所、イワナ・鯉の養殖で利用され、佐久地区の伏

流水は名が通った蔵元の日本酒となる。又、清流の

バイカモ（梅花藻）は心を癒やしてくれ、アケビの

甘い実は少年の頃を思い出させてくれた。 

下流域は桜の並木道、親水公園等で多くの人がウ

ォーキング・ゲートボールを楽しんでいた。 

釣りは全流域で行われていて、佐久市では丁度、

ニジマスの釣り大会で沢山の釣り人で賑わってい

た。松原湖の湖畔には外来魚を有料で引き取る看板

があり、中野市の支流ではブルーギルを釣った親子

を見かけた。私自身５年ほど前に、ブラックバスを

釣った人を見た。千曲川も外来魚に侵されている。 

道に迷った時や郵便局の雨宿りなどで親切な人

達ともめぐりあった。また、松代では「大島博光記

念館」に立ち寄った。大島博光は松代出身の詩人で

千曲川を「母なる千曲川」と慕ったという。 

徒歩でこそわかる、信州再発見の旅でした。 

千曲川ふたり旅 
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 うなぎの寝床で学ぶ 
坂 口 清 実（昭和26年工業科卒） 

第二次世界大戦中の昭和20年４月、須坂工業学校（昭和18年、須商に工業科併設）

に入学した（但し、終戦後の昭和21年度から工業科募集中止、商業科のみ募集再開）。

入学はしたものの戦争が激化し、一学期は授業が殆んどなく、出征兵士宅の農家に

勤労奉仕に駆り出された。 

先輩は、近くの軍事工場に学徒動員され、一週間に一度学校に来て、後輩の御説

教に明け暮れた。 

当時の校舎は、旧製糸工場の細長い建物（木造平屋建て）を使って、一番端に講

堂兼体育館が新築されていた。誰が名付けたか、まさに「うなぎの寝床」の様相を

呈していた。 

その後、昭和23年の学制改革（六・三・三制）により、我々は、須坂商工高校併

設中学三年に編入された。この時須坂町内に高校四つも要らないという事で本校の

存続が危機にさらされた。その時、併設中学３年生、２年生は、出身の旧小学校（新

制中学）に戻る噂があった。 

旧小学校に新制中学が開校し、本校の一年生の教室が空き、そこへ須坂森上小

学校の生徒が入ってきた。 

さらに、本校（うなぎの寝床）は新制高校の基準に満たないと云う理由で存続

は困難とされたが、ここで立ち上がったのが市村校長先生であった。 

即ち、同校長先生の指揮の元で、在校生全員による学友林の埋木調査（目通り

位置での直径を測る作業）を実施し、新校舎増築に必要な木材の有無を確認し、

新校舎増築が実現されたのであった。食糧難の時代であり、校長先生がサツマイ

モを弁当に奮闘された姿が忘れられない。 

昭和25年11月に新校舎が竣工したので、我等、昭和26年卒の工業科もうなぎの

寝床から新校舎へ移り、約５か月間その恩恵を受けた。 

このように激動の６年間同じ運命を辿った学友は、二六会を結成し、現在、文

集「うなぎの寝床」を発行（現在十五号発行）し、須商が原点、その絆を深めて

いる。 

東日本大震災に遭遇 
宮城県仙台市在住 西 沢 弘 文（昭和40年卒） 

2011年３月11日 午後２時46分それは、ボウリング場に行く途中で突然来た。ドーンいう強い衝撃で停

車した。 

長い横揺れが続き、ボウリング場の建物も大きく揺れていた。とっさに地震だと思った。直ぐ自宅に引

き返し、家の周囲を見たが特に変わった様子はなかった。ホッとしたのも束の間、中に入ってみると足の

踏み場も無いほどメチャメチャに！靴のまま内に入ってみたがどうしようもない。 

そのまま外に出た。消防車が〝津波が来ている！津波だ″と連呼しながら猛スピードで走って行った。 

その声に追い立てられる様に小学校に向かった。足元には既に津波が来ていた。

屋上から辺りを見ると火災らしい煙が数ヶ所から出ていた。特に仙台港の石油コン

ビナート方面は真っ赤に染まっていた。校庭にも津波が押し寄せ、音を立てて流れ

ていた。雪が降る寒い夜、連絡の取れない家族を思いながら一晩過ごした。 

翌朝家に戻ると周囲は一変し、一面ヘドロで覆われていた。車、物置きなど津波

で運ばれてきた物が幾重にも重なり山となっていた。自宅も床上浸水、娘の車は勤

務先で津波に流されたが、二日後家族は無事に再会できた。 

あれから二年半が過ぎ、大分落ち着いては来たが、復旧にはまだまだ時間が掛か

りそうである。 

全国から温かい御支援、又同級生の励まし等を頂き感激したことを思い出してい

ます。誌面をお借りして改めてお礼申し上げます。本当に有難うございました。 

東京同窓会とは、東京で単身赴任をしていた八年間のお付き合いです。楽しい思

い出を沢山頂きました。併せてお礼申し上げます。 

うなぎの寝床 

会員の手作り誌 

取り壊しが決まった宮城県

南三陸町、防災センター 



 

寄 稿 

 11 

 翼・・・つばさ 
小 林 直 治（昭和40年卒） 

学び舎を去り社会に巣立つ若人よ飛翔せよとの願を込めて・・ 

昭和40年３月発行の生徒会誌は、「翼」と銘うってリニューアル（通

巻第６号）。 

第１号から第５号までの表題は「須商」でしたが、編集委員会（拙者

が編集委員長）で話し合い、表題と表紙デザインを募集することにしま

した。結果、表題は越川博文君の「翼」が当選、表紙は今や日本画画壇

の巨匠である木村光宏君（名古屋市在住）のデザインが採用されました。

両氏とも私と同期でした。 

表紙のカラー化と内容の充実・・・資金集めのために皆で手分けして

須坂市内の会社や商店にお願いして回り、沢山の広告を集めたことを思

い出します。 

あれから、48年。表題の「翼」は「つばさ」に変わったものの、後輩に脈々と繋がっていました。実に

嬉しいことです。 

今後、母校の校名が発展的に変わっても、後輩たちが社会で飛翔してほしいという、当時の生徒会誌「翼」

の思いが引き継がれることを期待し、若人にエールを贈りたいと思います。 

人生の節目に思う 
丸 山 圭 三（昭和31年卒） 

まだまだ、俺は若いと思っていた。そんな時、須坂商業高校が統廃合により消えると言う話に戸惑いを

感じ、一瞬めまいがした。でもどうにもならないようである。 

七十六年の人生の生き様を振り返って見ようかと、先ず写真集・日記など引っ繰り返して見ました。思

えば大東亜戦争が始まった頃からです。 

だんだん雲行きが悪くなり、それぞれが避難場所として「防空壕」を隣組総出で掘っていました。そん

な時「米軍Ｂ29」爆撃機が裏山にあった傷痍軍人病院を爆撃して行くのを目の当たりにしていた事、そし

て何日か後に、天皇陛下の敗戦のお言葉をラジオの前で聞きました。 

当時我々には理解すら出来ず、ただ飢えをしのぐ事しかなかった。校庭はサツマイモ畑と化し、川魚・

野草を取り田圃の落穂拾い、イナゴ取り、配給の「大豆の絞り粕」を貰って来た事を覚えています。 

昭和29年当時狭き門であった「須坂商業高校」に入学ができました。当時の学校は今思えば「良くぞ耐

えた うなぎの寝床」と言う校舎!! 始めの儀式が「新入生歓迎マラソン大会」であった。今でも私の精神･

身体の鍛錬修練の糧として大いに役立っています。 

また、運動が大好きな私「籠球部」に入り心身ともに鍛えられたと思っており、長野県内の標的になっ

た実績もあります。 

昭和31年卒、まだまだ就職難で集団就職組でしたが、夜

行列車に乗り上野駅に着き職場へと行きましたが、性に合

わず、一年で退社、自力で小さな会社に入社が出来ました。 

ここは厳しかったが、自己主張を聞いてくれた。二年目

から営業部に配属されて必死で得意先周りをした。その後、

北の端から南は九州まで営業所造り支店造りと私の生涯を

費やし、そして大阪支店で11年社業に励み、須商同窓会近

畿支部と近畿長野県人会の皆様とも公私共に、お付合いを

戴きました事、先ずもって御礼を申し上げたいと思います。 

そして、平成７年都合57年間いた会社を定年退職し、さ

いたま市に城を構え現在に至りました。 

しかし、私は今須商が閉校となる事で「心の心棒」が何処

かに行ってしまう寂しさを感じています。 
S32篭球部県大会入賞記念 

２年生のとき、前列中央が私 
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須商東京同窓会 ２０１３年度登録会員 ２０１３.１２.２０現在 
 

項 卒年 氏名 項 卒年 氏名 項 卒年 氏名 項 卒年 氏名 項 卒年 氏名 
(終身会員) (終身会員) (終身会員) (終身会員) (年会員) 

1 S11 丸山 茂忠 60 S30 小宮山豊茂 119 S34 坂口 昭男 178 S39 井浦 達郎 228 S39 西川 正昭 
2 S13 堀   哲 61 S30 清水 純夫 120 S34 竹林  宏 179 S39 岩崎 幸夫 229 S40 岩井 和雄 
3 S15 小林 伸嘉 62 S30 関野 定信 121 S34 土屋まさ江 180 S39 久保田光子 230 S40 木村 光宏 
4 S16 黒岩 幸衛 63 S30 竹内 好夫 122 S34 冨澤 義良 181 S39 小林 幸久 231 S40 瀧沢 定幸 
5 S17 北島 和夫 64 S30 竹腰 邦夫 123 S34 中島 勇一 182 S39 清水  博 232 S40 西沢 弘文 
6 S17 黒岩 吉重 65 S30 中村 正夫 124 S34 西沢 和夫 183 S39 十十木哲夫 233 S40 森山 貞幸 
7 S17 武藤與喜二 66 S30 堀内 正啓 125 S34 堀内 正富 184 S39 中島 徹雄 234 S41 小川 安雄 
8 S17 山岸 伍助 67 S30 前島 光秋 126 S34 牧  茂夫 185 S39 中山  勉 235 S41 片桐 正人 
9 S18 小坂 重男 68 S30 宮崎 公雄 127 S34 増田 辰郎 186 S39 本間 良則 236 S41 勝山 功久 
10 S18 田中 茂利 69 S30 村田美世子 128 S34 山岸  要 187 S39 宮澤 利二 237 S41 小山 俊久 
11 S20 岡田 貞幸 70 S30 山口 和夫 129 S34 吉池 和紀 188 S39 米沢 正行 238 S42 宮越 公雄 
12 S20 西川 正道 71 S30 涌井 邦雄 130 S35 市川 勝三 189 S40 有賀 信子 239 S43 神品冨美子 
13 S20 今井 忠一 72 S31 浅岡 良夫 131 S35 轟  忠三 190 S40 大峡 賀利 240 S43 竹内 勝一 
14 S22 平野 宗雄 73 S31 池田 明治 132 S35 中島  確 191 S40 小田  彰 241 S43 中島 貞子 
15 S25 大久保 勲 74 S31 井上ます江 133 S35 中島 賢郎 192 S40 児島  稔 242 S43 宮越  薫 
16 S26 小林  武 75 S31 江守 孝吉 134 S35 藤沢 郁夫 193 S40 小林 直治 243 S44 稲  準義 
17 S26 小林 幸一 76 S31 小澤 一雄 135 S35 和気 岩雄 194 S40 渋谷 一男 244 S44 中沢 邦芳 
18 S26 外谷 幸治 77 S31 越   勝 136 S35 小野 文夫 195 S40 返町 敦雄 245 S44 山田 哲男 
19 S26 中村 裕治 78 S31 小林 良則 137 S35 久保 寿夫 196 S40 滝沢満由美 246 S46 畔上  健 
20 S27 勝山 好次 79 S31 小山 恭子 138 S36 河野 廣志 197 S40 檀原 憲治 247 S47 荒城 三夫 
21 S27 桑原 宣夫 80 S31 小山 文夫 139 S36 竹原 忠迪 198 S40 中澤 功夫 248 S47 金井 年男 
22 S27 須田 博明 81 S31 坂口 邦一 140 S36 中澤 慎也 199 S40 中嶋 和男 249 S48 田牧  博 
23 S27 細貝 文夫 82 S31 角田  實 141 S36 中島  洋 200 S40 尾畑 良子 250 S48 森山 正道 
24 S27 宮澤 義直 83 S31 中沢 道生 142 S36 中村 武徳 201 S40 三井 克保 251 S52 霜方 新一 
25 S27 邨沢 晴資 84 S31 中嶋  満 143 S36 羽生田文男 202 S41 江守 四郎 252 S55 宮崎 一正 
26 S28 市川  直 85 S31 浜野 成一 144 S36 藤沢  嵩 203 S41 片桐 正昭 

   
27 S28 石田 勝衛 86 S31 疋田 雅博 145 S36 本井 春二 204 S41 北沢  博 (年会員・未入金) 
28 S28 伊東 嘉人 87 S31 平尾 雄市 146 S36 渡辺 和雄 205 S41 清水  勲 253 S27 小林 正義 
29 S28 今井 元朗 88 S31 藤沢 三男 147 S37 青木 則夫 206 S41 滝沢 則雄 254 S29 山田はるえ 
30 S28 遠藤 益雄 89 S31 丸山 圭三 148 S37 天野 清志 207 S41 水野  進 255 S30 白井  敏 
31 S28 木下  啓 90 S31 宮澤 文三 149 S37 黒岩清四郎 208 S42 佐藤今朝雄 256 S35 北沢 章司 
32 S28 小山 純夫 91 S31 宮澤 政人 150 S37 坂本 俊彦 

 
  257 S35 和智ヤチ子 

33 S28 返町 賢治 92 S31 森山 徳男 151 S37 佐藤 喜重 
   

258 S37 割田  實 

34 S28 滝澤 溥生 93 S31 横谷  亮 152 S37 篠原 正勝 (終身会員・住所不明者） 259 S38 岩野 久可 
35 S28 富沢 利夫 94 S31 吉澤 利勝 153 S37 篠原  守 209 S30 荒井 鐘司 260 S38 樽澤 輝男 
36 S28 藤沢 孝行 95 S32 市川 貞雄 154 S37 高相 博澄 

   
261 S40 舟見 弘三 

37 S28 藤沢 宏行 96 S32 勝山 袈人 155 S37 原  武夫 
住所不明者をご存知の方は 

事務局までお知らせ下さい 

262 S41 黒岩 敬子 
38 S28 牧  栄蔵 97 S32 神林幸次郎 156 S37 宮澤  直 263 S41 篠塚 啓喜 
39 S28 松澤 仲男 98 S32 倉根美代子 157 S38 阿部 桂子 264 S41 坪井 正身 
40 S28 宮沢  登 99 S32 小森 富男 158 S38 尾田 豊文 265 S43 手塚 良一 

41 S28 宮沢  弘 100 S32 斉藤 裕三 159 S38 川上 芳雄 (年会員) 266 S43 山浦 清志 
42 S29 阿部 邦夫 101 S32 村石 光夫 160 S38 北島佐恵子 210 S16 青木 忠夫 267 S44 桜井 公和 
43 S29 上澤 輝男 102 S32 吉沢 市雄 161 S38 黒岩 孝一 211 S23 平野 智久 268 S56 中村 幸夫 
44 S29 草間 常子 103 S32 吉田 正光 162 S38 小泉 充男 212 S25 唐澤 敏雄 

   
45 S29 小山 英二 104 S33 石川 和行 163 S38 古岩井厚夫 213 S26 坂口 清実 (賛助会員) 
46 S29 鈴木 澄夫 105 S33 泉  英二 164 S38 小林 義昭 214 S27 小滝 公弘 269 S18 勝山 義三 
47 S29 高木  修 106 S33 伊藤 好徳 165 S38 関  昌雄 215 S29 原田 秀穂 270 S30 町田 邦子 
48 S29 中村 芳子 107 S33 加藤 四郎 166 S38 土屋 眞五 216 S29 牧  弘三 271 S32 岩下 長八 
49 S29 兵藤  武 108 S33 上總芙佐子 167 S38 遠山 増郎 217 S31 中村 拓治 272 S32 佐藤 八郎 
50 S30 荒木  穣 109 S33 小林  勤 168 S38 西沢 捷二 218 S33 吉原 正宣 273 S33 湯浅 慶幸 
51 S30 市川 善弘 110 S33 角田 英雄 169 S38 根岸嘉一郎 219 S34 熊瀬川武久 274 S34 吉原 義夫 
52 S30 上野原英雄 111 S33 豊田 武男 170 S38 蜂谷 雅人 220 S34 倉島 欣一 275 S36 臥竜36会 
53 S30 大渕 恵子 112 S33 広田 俊三 171 S38 牧  行政 221 S34 小坂 公男 276 

 
竹内耕健 

54 S30 岡宮 経雄 113 S33 牧 袈裟二 172 S38 村石 久二 222 S34 越 保二朗  S38 佐藤 公靖 
55 S30 落合 光雄 114 S33 松澤 貞信 173 S38 盛田  登 223 S35 田幸 義章 277 S38 中村 謙吉 
56 S30 勝野 甚吉 115 S33 栁澤 吉夫 174 S38 矢島 公成 224 S37 池田  晃 278 S38 山崎 博正 
57 S30 上平 みよ 116 S34 加藤 金治 175 S38 湯本 俊雄 225 S37 高見沢敏治 279 S40 伊礼みつ子 
58 S30 河村 省三 117 S34 菊池 京子 176 S38 割田  隆 226 S38 小渕 重雄 280 S40 丸山憲太郎 
59 S30 神田  實 118 S34 駒津  勝 177 S39 安財 達志 227 S39 小嶋 武吉 

    

須商東京同窓会 役員名簿 
 

項 役 職 卒年 氏 名 項 役 職 卒年 氏 名 項 役 職 卒年 氏 名 

1 顧  問 S31 池田 明治 6 副 代 表 S40 有賀 信子 11 会  計 S42 佐藤今朝雄 
2 顧  問 S31 浅岡 良夫 7 副 代 表 S43 中島 貞子 12 会計監査 S32 斉藤 裕三 

3 顧  問 S40 小田  彰 8 事務局長 S39 中山  勉 13 幹  事 S41 小山 俊久 

4 代  表 S38 蜂谷 雅人 9 事務局長(代

行) 

S37 高相 博澄 14 幹  事 S47 金井 年男 

5 副 代 表 S33 泉  英二 10 事務局長(代

行) 

S40 小林 直治     
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掘 
 
 

哲
（
昭
和
13
年
卒
） 

前
略
、
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
本
人
、
現
在

九
十
二
才
の
老
人
に
て
入
院
し
て
お
り

ま
す
。 

 

小
林 

伸
嘉
（
昭
和
15
年
卒
） 

平
成
二
十
九
年
か
ら
須
商
の
名
称
が
消

え
て
し
ま
う
こ
と
は
時
代
の
流
れ
と
申

せ
、
私
に
と
っ
て
は
「
須
商 

頑
張
れ
！
」

「
須
商 

頑
張
れ
！
」
の
激
励
言
葉
が
二

度
と
聞
こ
え
無
く
な
っ
て
し
ま
う
、
さ
び

し
さ
が
身
に
沁
み
て
き
ま
す
。 

「
思
い
出
深
き
須
商
！ 

さ
よ
う
な
ら
須

商
！
」 

 

北
島 

和
夫
（
昭
和
17
年
卒
） 

足
腰
の
弱
体
激
し
く
、
遠
出
が
困
難
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

山
岸 

伍
助
（
昭
和
17
年
卒
） 

私
達
昭
和
十
七
卒
は
、
太
平
洋
戦
争
真

っ
只
中
で
卒
業
も
三
ケ
月
繰
り
上
げ
ら

れ
、
十
二
月
卒
業
、
翌
一
月
就
職
と
な

り
ま
し
た
。
当
時
大
方
の
同
級
生
は
、
軍

需
工
場
や
役
所
に
就
職
し
ま
し
た
が
、

私
は
学
校
の
推
薦
で
平
和
産
業
と
言
わ

れ
た
銀
行
に
入
行
し
ま
し
た
。 

以
後
、
戦
中
・
戦
後
十
年
位
の
間
、
食
料

や
衣
料
品
不
足
等
に
悩
ま
さ
れ
乍
ら
家

族
を
伴
い
、
北
は
北
海
道
か
ら
西
は
大

阪
ま
で
転
勤
、
無
事
定
年
と
な
り
、
第

二
の
職
場
で
米
寿
を
迎
え
、
健
康
で
働

く
こ
と
に
、
感
謝
の
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。 

 

田
中 

茂
利
（
昭
和
18
年
卒
） 

日
頃
、
体
操
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
元
気

で
活
動
の
処
、
た
ま
た
ま
腹
部
大
動
脈

瘤
が
見
つ
か
り
、
六
月
十
一
日
と
十
四

日
と
二
度
手
術
を
し
ま
し
た
。
今
は
従

来
ど
お
り
、
週
五
日
の
公
園
体
操
に
参

加
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
病
気
は
殆
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
く
、

男
性
高
齢
者
に
多
く
、
最
近
は
女
性
に

も
増
え
て
い
る
由
、
動
脈
硬
化
が
原
因

の
一
つ
で
あ
り
、
血
圧
・
塩
分
・
ス
ト
レ
ス

が
要
注
意
と
の
こ
と
で
す
。
適
時
Ｃ
Ｔ
検

査
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

私
の
手
術
は
カ
テ
ー
テ
ル
・
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
ス
ト
で
人
口
血
管
の
挿
入
で
す
。
退
院

後
、
大
事
を
と
っ
て
遠
出
（
？
）
宴
席
は

遠
慮
し
て
い
ま
す
。
（
ち
な
み
に
私
は
米

寿
に
な
り
ま
す
。
） 

 

西
川 

正
道
（
昭
和
20
年
卒
） 

【
母
校
の
思
い
出
】 

私
の
学
年
（
昭
和
十
六
年
）
は
入
学
試
験

が
な
く
小
学
校
の
推
薦
で
、
そ
の
上
、
戦

時
下
特
別
の
繰
り
上
げ
四
年
で
卒
業
で

し
た
。
学
業
は
、
約
三
年
で
、
そ
の
間
、

春
・
秋
に
勤
労
奉
仕
、
山
田
牧
場
の
開
墾

等
が
あ
り
ま
し
た
。 

私
は
虚
弱
体
質
で
し
た
の
で
、
昭
和
十

九
年
三
月
の
期
末
試
験
を
病
気
に
て
欠

席
、
追
試
験
な
く
、
進
級
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
年
、
軍
関
係

の
志
願
と
学
徒
動
員
を
経
験
し
ま
し

た
。 

陸
軍
は
特
幹
（
船
舶
）
に
志
願
、
不
合
格

（
体
重
・
胸
囲
、
規
定
不
足
に
よ
る
）
。
海

軍
は
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
を
志
願
、

体
重
・
胸
囲
共
、
規
定
不
足
で
も
合
格

し
ま
し
た
。
学
徒
動
員
で
は
、
鳴
海
（
名

古
屋
）
の
住
友
軽
金
属
へ
派
遣
さ
れ
約
二

ヶ
月
奉
仕
し
て
一
海
軍
（九
月
）へ
。 

海
軍
は
合
格
と
同
時
に
土
浦
海
軍
飛
行

隊
へ
入
隊
。
終
戦
で
復
員
。 

復
員
に
よ
る
学
校
へ
の
復
学
は
で
き
な
く
、

昭
和
二
十
年
三
月
卒
業
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

昭
和
二
十
二
年
、
戦
後
の
混
乱
期
に
縁

が
あ
り
、
旧
富
士
銀
行
の
前
身
安
田
銀

行
（本
店
）へ
十
一
月
中
途
入
行
、
以
後
、

無
事
定
年
退
職
、
現
在
に
い
た
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

平
野 

宗
雄
（
昭
和
22
年
卒
） 

【故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
】 

第
二
次
大
戦
後
、
須
商
を
卒
業
し
、
東

京
に
参
り
ま
し
た
。
今
、
思
え
ば
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
生
活
の
毎
日
で
し
た
。
生

死
を
さ
迷
う
ほ
ど
の
病
に
な
っ
た
こ
と
が

一
度
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
な
ん
と
か
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
須
商
の
東
京
同
窓
会
事
務
局

を
約
十
年
間
程
、
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

時
代
の
移
り
変
わ
り
も
激
し
く
、
須
商

も
園
芸
と
再
編
統
合
が
行
わ
れ
、
須
坂

創
成
高
等
学
校
へ
（
仮
称
）
生
ま
れ
変
わ

る
由
、
感
無
量
で
す
。 

【人
生
の
事
業
我
に
あ
り
】で
す
。 

 

大
久
保 

勲
（
昭
和
25
年
卒
） 

左
官
業
に
惚
れ
こ
ん
で
須
坂
工
業
学
校

を
受
験
・
入
学
、
二
年
生
の
夏
終
戦
、
四

年
生
に
な
っ
た
と
き
商
業
科
が
復
活
、

須
坂
商
工
高
等
学
校
と
な
っ
た
。
昭
和

二
十
五
年
卒
業
し
た
。 

近
々
学
校
の
再
編
統
合
・
同
窓
会
の
解

散
、
少
子
化
が
な
せ
る
禍
か
。 

そ
の
筋
の
学
者
の
算
定
に
よ
れ
ば
、
四
百

年
後
の
日
本
の
人
口
は
、
７
人
に
な
っ
て

し
ま
う
と
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
許
せ
る
訳

が
な
い
。 

い
つ
か
必
ず
や
奮
起
し
て
、
Ｖ
字
回
復
す

る
こ
と
を
信
じ
、
我
が
母
校
の
百
年
後

を
楽
し
み
に
し
た
い
。 

 

唐
沢 

敏
雄
（
昭
和
25
年
卒
） 

【母
校
の
思
い
出
】 

戦
争
中
当
時
東
京
に
住
ん
で
い
た
。
私

は
小
学
校
六
年
の
昭
和
十
九
年
三
月
卒

業
式
を
待
た
ず
に
、
母
の
実
家
の
あ
る

須
坂
へ
疎
開
し
、
母
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。

当
時
は
工
業
学
校
で
土
木
科
で
し
た
。 

そ
の
後
、
日
本
全
土
で
空
襲
が
激
し
く

な
り
、
疎
開
児
童
が
増
え
、
一
時
は
六

十
名
近
く
に
な
り
ま
し
た
。 

戦
後
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
高
校
に
な

り
、
商
業
科
と
工
業
科
に
分
か
れ
、
私

は
商
業
科
に
入
り
、
ク
ラ
ス
は
十
六
名
で

し
た
。
六
年
間
の
母
校
で
の
体
験
は
貴
重

な
経
験
で
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
か
ら
の 

お
便
り 
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坂
口 

清
美
（
昭
和
26
年
卒
） 

私
は
、
戦
時
体
制
下
の
昭
和
二
十
年
四

月
、
須
坂
工
業
学
校
に
入
学
、
以
後
、
学

制
改
革
を
経
て
、
須
坂
商
工
高
校
を
昭

和
二
十
六
年
三
月
卒
業
。
卒
業
時
に
商

業
科
の
就
職
率
百
％
と
新
聞
報
道
さ
れ

た
が
、
工
業
科
は
ゼ
ロ
に
近
か
っ
た
。 

し
か
し
、
卒
後
の
ク
ラ
ス
会
で
知
っ
た
が

殆
ん
ど
の
人
が
土
木
職
に
就
い
て
お
り
、

六
年
間
の
授
業
料
を
無
駄
に
し
な
か
っ

た
努
力
に
、
熱
い
思
い
を
感
じ
た
。 

そ
の
後
、
須
坂
商
業
高
校
に
改
称
さ
れ

た
が
、
我
々
の
原
点
は
須
商
で
あ
る
、
と

今
以
っ
て
そ
の
絆
は
強
い
。 

 

外
谷 

幸
治
（
昭
和
26
年
卒
） 

昭
和
二
十
六
年
「
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
」
の
卒

業
生
で
八
十
一
歳
で
す
。
原
発
反
対
、

消
費
税
は
止
め
ろ
、
憲
法
改
悪
は
す
る

な
、
な
ど
で
若
い
者
と
手
と
手
を
つ
な
い

で
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
地
球
を
守
る
た
め
、
何
ら
か

の
手
を
貸
し
て
下
さ
い
。
私
の
孫
た
ち
、

九
人
と
共
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

小
滝 

公
弘
（
昭
和
27
年
卒
） 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
故
郷
を
出
て
早
や

六
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
近
は
時
々

須
坂
の
臥
竜
山
を
思
い
出
し
ま
す
。 

今
は
カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
を

や
っ
て
何
と
か
健
康
を
維
持
し
て
居
り

ま
す
。
市
立
集
会
所
の
管
理
人
を
し
て

居
り
ま
す
。
次
回
に
は
是
非
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

最
後
に
同
窓
会
の
幹
事
様
は
じ
め
、
会

員
の
皆
様
の
ご
発
展
と
ご
健
康
を
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

伊
東 

嘉
人
（
昭
和
28
年
卒
） 

歴
代
の
世
話
人
の
方
々
、
長
い
間
ご
苦

労
様
で
し
た
。
校
名
変
更
の
他
、
成
美
会

誌
、
東
京
同
窓
会
解
散
等
々
淋
し
い
思

い
で
す
。 

卒
業
後
、
母
校
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
木
造
校
舎
「
ウ
ナ
ギ

の
寝
床
」
と
云
わ
れ
た
教
室
で
の
学
生
生

活
が
ひ
と
き
わ
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。 

統
合
後
も
「
須
商
健
児
」
の
思
い
を
胸
に
、

活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。 

 

小
山 
純
夫
（
昭
和
28
年
卒
） 

伝
統
あ
る
母
校
の
名
が
消
え
る
こ
と
は

誠
に
残
念
で
あ
る
。
「
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
」

と
云
わ
れ
た
、
昔
の
校
舎
が
な
つ
か
し
く

思
い
出
さ
れ
、
当
時
の
先
生
方
に
我
が

ま
ま
云
い
つ
つ
、
良
き
指
導
を
受
け
、
幸

い
に
も
大
手
の
会
社
に
就
職
で
き
た
こ
と

に
、
深
く
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。 

会
社
定
年
後
は
行
政
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
老
人
会
の
世
話
役
な
ど
、
又
、
区
の
体

育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
人
々
と
の

交
流
も
深
め
、
健
康
の
維
持
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
幹
事
役
の
方
々

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。 

 

宮
沢 

 

登
（
昭
和
28
年
卒
） 

元
気
で
毎
日
一
万
歩
以
上
を
目
標
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

七
十
九
歳
、
結
婚
五
十
年
、
金
婚
式
と

来
年
は
八
十
歳
に
な
る
の
で
、
家
族
に

迷
惑
を
か
け
な
い
様
に
、
孫
の
成
長
を

楽
し
み
に
、
家
内
と
仲
良
く
毎
日
を
大

事
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
年
に
一
度
は
、
兄
弟
全
員
で
渋
温

泉
に
一
泊
し
、
帰
り
に
母
校
の
須
商
の
前

を
通
り
、
懐
し
く
見
な
が
ら
帰
っ
て
き
ま

す
。 

皆
様
の
健
康
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 

宮
澤 

 

弘
（
昭
和
28
年
卒
） 

【在
学
中
の
思
い
出
】 

山
岳
部
に
て
白
馬
岳
か
ら
針
ノ
木
岳
方

面
へ
縦
走
の
途
中
、
私
に
は
大
変
で
し
た

が
、
一
番
の
思
い
出
で
す
。 

浅
間
山
に
登
っ
た
時
、
火
口
の
中
に
溶
岩

が
赤
く
見
え
た
。
そ
の
何
日
か
後
に
、
浅

間
山
が
噴
火
し
て
高
校
生
が
登
山
中
に

ケ
ガ
さ
れ
た
記
憶
に
間
違
い
で
な
け
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。 

志
賀
高
原
の
春
夏
秋
冬
と
キ
ャ
ン
プ
、
ス

キ
ー
の
思
い
出
、
八
ヶ
岳
（
赤
岳
、
硫
黄

岳
、
権
現
岳
等
の
八
峰
が
連
な
る
山
）
の

眺
め
が
良
か
っ
た
。
懐
か
し
い
沢
山
の
思

い
出
で
す
。 

 

兵
藤 

 

武
（
昭
和
29
年
卒
） 

東
京
同
窓
会
が
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、

今
ま
で
幹
事
の
方
々
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

同
窓
会
に
今
ま
で
出
席
し
て
、
須
商
時

代
の
思
い
出
な
ど
、
楽
し
く
皆
様
と
語

り
合
う
機
会
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

小
宮
山
豊
茂
（
昭
和
30
年
卒
） 

校
名
が
無
く
な
る
こ
と
は
と
て
も
残
念

で
す
。 

学
校
跡
地
の
一
角
に
、
記
念
碑
の
設
置

を
、
県
に
お
願
い
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。 

 

前
島 

光
秋
（
昭
和
30
年
卒
） 

母
校
の
校
名
か
ら
商
業
の
二
文
字
が
消

え
る
こ
と
は
誠
に
寂
し
く
、
複
雑
な
気

持
が
今
の
実
感
で
す
。
し
か
し
、
全
国
的

に
少
子
化
に
伴
う
学
校
の
統
廃
合
も
、

時
代
の
流
れ
と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
新
し
い
校
名
を
柱
に
更
に
大
き

く
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。 

同
窓
会
の
閉
鎖
は
開
設
よ
り
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
幹
事
、

役
員
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
お
仕
事
を
願

う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。 

解
散
は
皆
さ
ん
方
の
お
力
で
最
後
の
幕

引
き
を
ど
う
か
立
派
に
執
行
、
成
し
遂

げ
て
下
さ
い
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

山
口 

和
夫
（
昭
和
30
年
卒
） 

ふ
る
さ
と
、
そ
し
て
母
校
は
懐
か
し
い
。 

私
の
心
の
中
に
生
き
て
い
る
。 

 

小
澤 

一
雄
（
昭
和
31
年
卒
） 

時
流
の
仕
業
で
止
む
を
得
な
い
こ
と
と

は
言
え
、
誠
に
残
念
な
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
度
の
解
散
決
定
は
苦
渋
の
英
断

と
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

永
年
に
渉
り
、
須
商
東
京
同
窓
会
の
運

営
と
発
展
に
、
多
大
の
貢
献
と
ご
尽
力
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を
さ
れ
た
歴
代
会
長
・
役
員
・
並
び
に
会

員
の
皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

築
い
て
頂
き
ま
し
た
須
商
健
児
の
絆
は
、

「
永
遠
に
不
滅
」
で
す
。
長
い
間
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
益
々
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

角
田 

 

實
（
昭
和
31
年
卒
） 

い
つ
も
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

九
月
に
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
に
出
席
し
、
健

康
の
有
り
難
さ
を
感
じ
、
楽
し
い
一
時

を
過
し
ま
し
た
。 

同
窓
会
に
は
都
合
に
よ
り
出
席
出
来
ま

せ
ん
。 

「
ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。
」 

 

越 
 
 

勝
（
昭
和
31
年
卒
） 

会
長
様
は
じ
め
幹
事
の
皆
様
、
本
当
に

ご
苦
労
様
で
す
。
私
事
、
至
っ
て
健
康
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
度
、
折
角
の
ご
案
内
を
頂
き

ま
し
た
が
、
予
定
が
つ
か
ず
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

昭
和
二
十
八
年
「
須
商
」
に
入
学
、
平
成

二
十
八
年
度
、
再
編
統
合
に
よ
り
「
改

名
」
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
不
思
議
な
二
十

八
年
で
す
。 

一
年
Ｂ
組
、
原
先
生
が
担
任
で
、
平
屋

「
う
な
ぎ
の
寝
床
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。 

一
度
馬
場
町
へ
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。 

小
山 

文
夫
（
昭
和
31
年
卒
） 

三
十
年
以
上
に
わ
た
り
世
界
の
遺
産
と

し
て
栄
え
た
歴
史
的
な
都
市
の
様
々
な

壁
画
や
、
モ
ザ
イ
ク
複
雑
模
様
の
タ
イ
ル

で
覆
わ
れ
た
廟
や
モ
ス
ク
、
教
会
・
寺
院

な
ど
の
色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
・
技
術
や
文
化

に
魅
せ
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。
多
彩
な

民
族
の
足
跡
が
各
地
に
刻
ま
れ
、
多
様

な
景
観
や
、
凝
縮
さ
れ
た
鮮
や
か
な
モ

ザ
イ
ク
模
様
な
ど
探
求
し
続
け
て
い
ま

す
。 

今
年
も
世
界
一
モ
ザ
イ
ク
の
国
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
を
再
び
訪
れ
て
、
優
秀
な
技
術
文

化
の
喜
び
に
ひ
た
り
ま
し
た
。 

 
坂
口 

邦
一
（
昭
和
31
年
卒
） 

【
成
美
会
誌
と
同
窓
会
】 

東
京
同
窓
会
も
い
よ
い
よ
終
幕
の
時
が

訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
連
続
２
０
年

の
同
窓
会
の
開
催
と
成
美
会
誌
の
２
０

号
の
発
行
は
切
り
離
す
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
昔
は
何
年
間
隔
で
開

催
さ
れ
て
い
た
状
況
で
し
た
。
当
初
、
継

続
の
開
催
が
可
能
か
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
成
美
会

誌
の
発
行
と
会
費
の
納
入
制
度
を
取
り

入
れ
た
こ
と
で
す
。 

さ
ら
に
事
務
局
を
作
り
共
同
作
業
で
支

え
あ
っ
た
こ
と
で
す
。 

こ
の
２
０
年
間
の
一
番
の
思
い
で
は
、
事

務
局
長
時
代
、
青
木
会
長
と
「
須
商
甚

句
」
を
作
っ
た
こ
と
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
「
須
商
甚
句
」
が
気
持
ち
を

支
え
続
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

浜
野 

成
一
（
昭
和
31
年
卒
） 

同
窓
会
の
皆
様
、
毎
回
楽
し
い
一
時
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

こ
れ
も
歴
代
の
会
長
、
幹
事
さ
ん
の
努

力
が
あ
っ
て
の
事
、
感
謝
に
絶
え
ま
せ

ん
。 

会
に
は
三
十
余
年
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
都
度
、
田
舎
を
思
い
出
し
、

仲
間
に
会
え
、
ま
た
情
報
を
得
て
世
間

が
広
が
り
、
大
変
有
意
義
な
会
で
あ
り

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
自
分
を
支
え
て
き
た
の
は
同

窓
・
同
郷
を
共
有
で
き
る
人
達
で
あ
り
、

ど
う
い
う
形
で
あ
れ
、
お
お
ら
か
に
過
ご

せ
た
事
で
あ
り
ま
す
。
「須
商
東
京
同
窓

会 

ば
ん
ざ
ー
い
」 

 

疋
田 

雅
博
（
昭
和
31
年
卒
） 

卒
業
し
て
半
世
紀
以
上
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
間
、
東
京
同
窓
会
で
は
多
く
の
思
い

出
を
残
す
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

歴
代
の
役
員
の
皆
々
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在
は
時
々
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
行
き
な
が
ら
、
あ
ま
り
変
化

の
無
い
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

 
藤
沢 

三
男
（
昭
和
31
年
卒
） 

【残
念 

残
念
】 

帰
郷
の
た
び
に
須
坂
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー

で
、
須
商
の
校
門
前
を
行
き
来
す
る
も
、

無
く
な
る
の
は
時
代
の
流
れ
か
、
本
当
に

残
念
で
す
。 

 

吉
澤 

利
勝
（
昭
和
31
年
卒
） 

【母
校
（須
商
）の
思
い
出
】 

農
業
を
手
伝
い
な
が
ら
の
通
学
、
太
い
指

に
た
こ
、
本
を
開
く
時
間
も
乏
し
い
状

況
で
、
二
級
で
は
あ
る
が
在
学
中
に
珠

算
と
簿
記
実
務
検
定
に
合
格
、
こ
の
事

は
努
力
す
れ
ば
叶
う
、
大
き
な
自
信
と

な
り
ま
し
た
。 

念
願
の
甲
子
園
出
場
、
甥
の
徳
明
君
は

五
番
三
塁
手
、
豊
橋
か
ら
家
族
三
人
で

合
流
、
今
治
西
に
は
惜
敗
し
た
が
初
陣

の
勇
姿
は
忘
れ
な
い
。 

汗
染
み
込
ん
だ
赤
緑
色
の
須
商
応
援
団

扇
は
母
校
の
誇
り
、
今
も
大
切
に
持
っ
て

い
る
。 

 

倉
根
美
代
子
（
昭
和
32
年
卒
） 

年
月
の
流
れ
る
の
は
早
い
も
の
で
す
。 

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
し
、
思
い
出

す
の
は
故
郷
や
共
に
過
ご
し
た
須
商
時

代
の
事
で
す
。 

子
供
達
の
迷
惑
に
な
ら
ず
に
、
元
気
に

過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

健
康
が
第
一
で
す
の
で
、
皆
々
様
も
、
元

気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
祈
っ
て

い
ま
す
。 

 

斎
藤 

裕
三
（
昭
和
32
年
卒
） 

わ
が
人
生
七
十
五
年
「年
取
れ
ば
、
転
ぶ

な
、
風
邪
ひ
く
な
、
義
理
を
欠
け
」
幸
い

五
臟
六
腑
は
順
調
に
稼
働
中
（
あ
ち
こ

ち
の
関
節
に
は
少
々
難
あ
り
） 

世
の
中
の
荒
れ
様
に
、
悲
憤
慷
慨
し
な

が
ら
も
元
気
に
暮
し
て
お
り
ま
す
。 

み
な
さ
ん
ま
た
会
う
日
ま
で
、
お
元
気
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で
ガ
ン
バ
ロ
ー
！ 

 

泉 
 

英
二
（
昭
和
33
年
卒
） 

学
校
を
卒
業
し
て
故
郷
を
は
な
れ
て
五

十
五
年
に
な
り
ま
す
。 

六
十
九
歳
の
時
に
妻
を
亡
く
し
一
人
に

な
り
ま
し
た
が
、
元
気
で
暮
ら
す
の
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
、
今
は
趣
味
の
ゴ
ル

フ
・
ス
キ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
行
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
維
持
の
た

め
、
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

小
林 

 

勤
（
昭
和
33
年
卒
） 

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
】 

私
は
日
頃
、
当
日
の
予
定
の
中
に
天
候

を
確
認
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
加
え
て

い
ま
す
。 

あ
る
時
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
、

目
的
地
近
く
ま
で
出
掛
け
て
行
き
、
帰

路
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
あ
る
時
は
大

き
い
川
沿
い
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
っ
た

り
、
高
木
の
通
り
の
ウ
ォ
ー
ク
で
あ
っ
た

り
で
す
。
行
き
交
う
方
々
と
の
挨
拶
を

忘
れ
ず
。
ま
た
、
途
中
の
グ
ラ
ン
ド
で
の

少
年
野
球
の
応
援
し
た
り
で
す
。 

 

牧 

袈
裟
二
（
昭
和
33
年
卒
） 

母
校
が
再
編
統
合
の
話
に
時
代
の
流
れ

を
感
じ
ま
し
た
。
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。 

母
校
の
思
い
出
、
特
に
校
門
の
桜
は
、
今

も
小
生
の
心
の
中
で
、
美
し
く
咲
き
続
け

て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
今
、
小
生
は
ボ
ケ
防
止
の
た

め
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
夢
の
実
現
に
、

燃
え
て
お
り
ま
す
。 

 

吉
原 

正
宣
（
昭
和
33
年
卒
） 

役
員
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
す
。
須
商
を

卒
業
し
て
五
十
五
年
、
齢
七
十
三
歳
と

な
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
健
康
に
恵
ま
れ
、

太
極
拳
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

今
、
孫
た
ち
が
高
校
や
中
学
校
へ
通
学

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
高
校
時
代
と
あ

ま
り
に
環
境
が
違
い
す
ぎ
て
、
祖
父
と
し

て
の
存
在
が
薄
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
一
抹

の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ス
マ
ホ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 
小
坂 
公
男
（
昭
和
34
年
卒
） 

十
二
年
前
の
定
年
退
職
を
機
に
、
団
地

の
住
所
を
伊
勢
原
市
の
在
に
移
し
、
百

坪
の
畑
を
借
り
て
野
菜
作
り
を
し
て
い

ま
す
。 

趣
味
は
謡
曲
と
昼
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
謡

曲
は
公
民
館
で
先
生
に
八
年
間
習
い
、

そ
の
後
生
徒
六
人
で
会
を
つ
く
り
、
一

回
三
時
間
で
月
三
回
謡
っ
て
い
ま
す
。
昼

カ
ラ
オ
ケ
は
、
前
の
職
場
の
同
僚
、
三
・

四
人
で
隔
月
に
行
き
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
ウ
ェ
ス
テ
ィ
の
ワ
ン
チ
ャ
ン
と
十

五
年
間
家
族
で
し
た
が
、
九
月
に
亡
く

な
り
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

倉
島 

欣
一
（
昭
和
34
年
卒
） 

母
校
が
再
編
統
合
さ
れ
名
前
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
の
は
残
念
で
す
が
、
思
い
出
は

残
り
ま
す
よ
ね
！
故
郷
を
離
れ
て
五
十

四
年
に
な
り
ま
す
が
、
時
々
懐
し
く
想
っ

て
い
ま
す
。 

永
年
勤
め
た
会
社
は
、
来
年
百
二
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
の
東
京
支
部
の

世
話
人
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
皆
さ
ん
と
交

流
し
て
い
ま
す
。 

又
、
地
域
の
住
民
の
人
達
と
も
、
カ
ラ
オ

ケ
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
親
密
に
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
人
と
の
交
流
を
大
事
に
し
て
、

生
き
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

土
屋
ま
さ
江
（
昭
和
34
年
卒
） 

上
京
し
て
五
十
年
、
須
商
で
学
ん
だ
事
、

す
べ
て
仕
事
に
役
立
ち
ま
し
た
。 

今
は
仕
事
の
合
間
に
、
四
季
の
草
花
を

育
て
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

藤
沢 

郁
夫
（
昭
和
35
年
卒
） 

信
州
か
ら
都
会
に
就
職
し
ま
し
た
が
、

今
で
は
茨
城
の
田
舎
の
独
居
老
人
で
す
。

元
気
な
う
ち
に
一
度
は
同
窓
会
に
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
事

故
に
遭
遇
、
以
降
遠
距
離
歩
行
が
困
難

に
な
り
実
現
せ
ず
に
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
成
美
会
誌
は
東
京
同
窓
会
解

散
に
伴
い
終
了
す
る
こ
と
を
聞
き
、
寂
し

い
と
言
う
か
お
名
残
惜
し
く
残
念
に
思

い
ま
す
。 

 

中
澤 
慎
也
（
昭
和
36
年
卒
） 

卒
業
生
に
は
、
医
師
・
弁
護
士
・
公
認
会

計
士
・税
理
士
等
に
な
っ
た
人
。 

ま
た
、
全
国
商
業
高
等
学
校
簿
記
大
会

に
二
年
連
続
団
体
優
勝
、
野
球
部
の
甲

子
園
出
場
も
今
は
昔
か
？ 

須
坂
園
芸
高
校
と
再
編
統
合
と
は
複
雑

な
心
境
だ
な
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
か
。 

母
校
の
思
い
出
は
、
英
語
と
簿
記
会
計
の

授
業
は
楽
し
か
っ
た
。 

健
康
に
留
意
し
て
、
生
活
す
る
様
に
努

力
し
て
い
ま
す
。 

 

中
村 

武
徳
（
昭
和
36
年
卒
） 

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
十
一
月
二

日
～
三
日
と
行
事
日
程
が
入
っ
て
お
り
、

誠
に
残
念
な
が
ら
、
東
京
同
窓
会
に
は

参
加
出
来
ま
せ
ん
。
東
京
同
窓
会
の
解

散
、
成
美
会
誌
の
終
結
な
ど
な
ど
、
母

校
の
再
編
統
合
な
ど
を
含
む
、
大
き
な

変
化
の
う
ね
り
の
中
で
関
係
役
員
の
皆

さ
ん
の
ご
苦
労
も
、
い
か
ば
か
り
か
と
推

察
し
て
い
ま
す
。 

長
い
間
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

藤
沢 

 

嵩
（
昭
和
36
年
卒
） 

元
気
で
暮
し
て
い
ま
す
。 

「人
生
の
事
業
、
我
に
あ
り
」 

校
歌
の
一
節
に
励
ま
さ
れ
、
感
銘
し
て
い

ま
し
た
。
母
校
よ
あ
り
が
と
う
。 

 

本
井 

春
三
（
昭
和
36
年
卒
） 

長
年
の
成
美
会
誌
編
集
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。 

小
生
は
平
成
十
三
年
か
ら
同
窓
会
に
入

会
し
、
十
七
年
に
は
同
期
十
名
と
最
も

多
数
が
集
ま
り
、
一
・
二
次
会
と
楽
し
い

一
夜
を
過
ご
せ
ま
し
た
。 

一
方
地
元
で
は
、
須
商
臥
竜
三
六
会
が
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発
足
し
、
今
後
と
も
継
続
を
期
す
と
の

こ
と
。
こ
れ
ら
の
模
様
の
一
部
は
、
成
美

会
誌
に
三
回
程
取
り
上
げ
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
母
校
の
創
立
八
十
周
年
記
念
式

典
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
母
校
が
再
編

統
合
さ
れ
る
と
の
由
、
須
商
の
良
き
伝

統
が
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。 

 

黒
岩
清
四
郎
（
昭
和
37
年
卒
） 

【
も
し
も
、
も
う
一
度
生
ま
れ
て
き
た
な

ら
ば
】 

昭
和
三
十
七
年
卒
、
ご
時
世
は
高
度
経

済
成
長
の
入
り
口
で
し
た
。 

当
時
の
夢
（
進
路
希
望
）
は
、
ア
ラ
ビ
ア
の

砂
漠
で
石
油
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
敷
く

仕
事
で
し
た
。
時
に
は
「
サ
ソ
リ
」
と
闘
っ

て
い
た
か
も
。 

夢
叶
わ
ず
食
品
メ
ー
カ
ー
に
入
社
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
三
十
九
年
を
経
て
、
い

ま
は
都
内
で
コ
ン
ビ
ニ
経
営
者
。 

も
う
一
度
の
人
生
・
・
も
う
じ
き
古
希
。

歩
ん
で
き
た
今
の
人
生
が
や
っ
ぱ
り
最
高

カ
ナ
。 

結
び
・
・
・
優
し
い
妻
に
感
謝
、
感
謝
で

す
。 

須
商
東
京
同
窓
会
の
役
員
の
皆
様
、
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

 

篠
原 
 

守
（
昭
和
37
年
卒
） 

永
遠
に
心
に
残
る
「
Ｙ
Ｓ
Ｃ
」 

（
校
章
） 

  

高
相 

博
澄
（
昭
和
37
年
卒
） 

【
白
馬
岳
登
山
】 

須
商
三
年
生
の
白
馬
岳
登
山
は
、
大
雪

渓
と
お
花
畑
な
ど
、
山
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
し
、
山
へ
の
見
方
を
一
新
さ
せ
て

く
れ
た
。 

会
社
で
は
「
山
の
会
」
に
入
り
、
丹
沢
・
尾

瀬
等
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
、
友
人
と
は
、
北

ア
ル
プ
ス
・
秩
父
も
縦
走
し
た
。
特
に
尾

瀬
は
数
え
切
れ
な
い
程
出
か
け
、
水
芭

蕉
・
日
光
キ
ス
ゲ
・
残
雪
等
を
木
道
か
ら

楽
し
ん
だ
。 

そ
し
て
、
山
か
ら
戻
る
と
ス
ト
レ
ス
が
解

消
さ
れ
、
何
事
に
も
前
向
き
に
な
れ
た
。 

白
馬
岳
は
そ
の
後
、
家
族
を
含
め
、
三

度
登
山
し
た
が
、
山
の
魅
力
と
厳
し
さ

も
教
え
ら
れ
た
。 

白
馬
岳
登
山
を
企
画
・
引
率
し
た
、
担

任
の
坂
本
先
生
に
感
謝
し
て
い
る
。 

 

高
見
澤
敏
治
（
昭
和
37
年
卒
） 

朝
、
目
が
覚
め
る
と
今
日
も
何
か
良
い
こ

と
が
あ
り
そ
う
で
起
き
る
の
が
楽
し
い
。 

誰
れ
か
ら
も
干
渉
さ
れ
ず
、
日
長
一
日

好
き
な
こ
と
を
し
て
、
夜
床
に
つ
く
の
は

こ
の
上
な
く
楽
し
い
。 

又
、
楽
し
い
こ
と
を
目
標
に
、
家
庭
菜
園

を
中
心
に
、
絵
画
・
日
曜
大
工
・
釣
り
・ゴ

ル
フ
等
々
何
ん
で
も
興
味
旺
盛
に
日
々

精
を
出
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

事
務
局
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。 

 

宮
澤 

 

直
（
昭
和
37
年
卒
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
の
方
に
運
動
の
指

導
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

登
山
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
お
り
、
元

気
で
す
。 

高
校
三
年
の
時
の
白
馬
岳
登
山
が
心
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

北
島
佐
惠
子
（
昭
和
38
年
卒
） 

役
員
の
皆
様
お
忙
し
い
中
、
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
三
月
法
事
の
為
、
小
布
施
に
帰
り

一
泊
し
翌
日
十
五
回
生
女
性
十
名
の
う

ち
、
六
名
と
昼
食
会
を
開
き
ま
し
た
。

卒
業
以
来
、
初
め
て
会
う
同
級
生
も
い

て
、
五
十
年
の
歳
月
を
し
み
じ
み
感
じ
ま

し
た
。 

お
互
い
に
は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
卒

業
時
の
面
影
の
残
る
笑
顔
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
を
映
し
て
貴
重
な
出
会
い
で

し
た
。
み
ん
な
ス
テ
キ
な
お
ば
さ
ん
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
会
え
な
か
っ
た
友
に
も
是
非
お
会

い
し
た
い
で
す
。 

 

小
林 

義
昭
（
昭
和
38
年
卒
） 

母
校
の
名
称
も
無
く
な
り
、
寂
し
い
の
と
、

東
京
同
窓
会
も
二
十
八
年
度
で
、
解
散
。

残
る
三
回
は
万
全
を
期
し
て
出
席
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

幹
事
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
二
十
八
年
ま
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

関 
 

昌
雄
（
昭
和
38
年
卒
） 

母
校
が
再
編
統
合
で
須
坂
創
成
高
校
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
、
私
の
心
の
中
に
は
、

い
つ
ま
で
も
須
商
が
残
る
で
あ
ろ
う
。 

あ
り
が
と
う
須
商
！ 

 

土
屋 

眞
五
（
昭
和
38
年
卒
） 

【小
布
施
町
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
】 

四
十
年
間
の
在
京
生
活
後
、
ち
ょ
う
ど

二
年
前
に
生
ま
れ
故
郷
に
戻
り
ま
し

た
。 

田
舎
暮
ら
し
の
良
い
点 

①
緑
が
多
く

空
気
も
良
く
長
生
き
で
き
そ
う
。
②
同

級
生
等
、
友
人
知
人
が
多
く
交
友
が
賑

や
か
。 

悪
い
点 

①
近
所
づ
き
合
い
が
煩
わ
し
い
。

②
繁
華
街
、
劇
場
が
少
な
く
、
遊
び
が

地
味
。 

 

蜂
谷 

雅
人
（
昭
和
38
年
卒
） 

【
東
京
同
窓
会
の
恩
人 

青
木
さ
ん
を
偲

ぶ
】 

青
木
会
長
は
平
成
九
年
よ
り
十
年
間
会

長
を
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

角
界
・
芸
能
界
に
広
く
人
脈
を
も
ち
、

櫓
太
鼓
の
「
昭
和
の
三
大
名
人
」
永
男
名

人
他
を
総
会
に
お
招
き
し
、
軽
妙
な
太

鼓
と
「
須
商
甚
句
」
が
会
場
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
デ
レ
ク
タ
ー
を

長
年
携
わ
ら
れ
、
音
楽
研
究
家
の
「長
田

暁
二
」
氏
も
総
会
に
お
招
き
し
「
歌
謡
曲

面
白
こ
ぼ
れ
話
」
で
は
「
信
濃
の
国
」
「
須

坂
小
唄
」
等
の
郷
土
に
ま
つ
わ
る
歌
か
ら
、

歌
謡
曲
ま
で
、
軽
妙
な
語
り
口
も
楽
し

い
講
演
で
し
た
。 

東
京
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
、
青
木
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 
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西
沢 

捷
二
（
昭
和
38
年
卒
） 

高
齢
化
、
少
子
化
の
時
代
と
な
り
、
我

母
校
も
つ
い
に
存
続
が
絶
た
れ
る
悔
し

さ
と
寂
し
さ
は
あ
り
ま
す
。 

須
商
東
京
同
窓
会
に
は
不
参
加
が
多
く
、

今
と
な
り
反
省
仕
切
り
で
あ
り
ま
す
。 

我
ら
十
五
回
生
は
長
野
で
の
ゴ
ル
フ
仲

間
の
一
五
会
、
途
絶
え
て
い
る
東
京
で
の

飲
み
会
、
燦
八
会
の
復
活
を
し
、
母
校

須
商
の
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

一
層
深
め
て
参
り
た
い
と
願
っ
て
ま
す
。 

最
後
に
新
生
統
合
高
校
へ
の
成
功
と
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

牧 
 

行
政
（
昭
和
38
年
卒
） 

体
調
不
良
に
よ
り
欠
席
し
ま
す
。 

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

盛
田 

 

登
（
昭
和
38
年
卒
） 

今
年
の
三
月
で
退
職
し
、
今
は
毎
日
家

で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
ま
す
。
同
級
生
三
人

と
一
緒
に
サ
イ
パ
ン
旅
行
を
計
画
（
十
月

十
二
日
〜十
五
日
）
。 

ゴ
ル
フ
、
そ
の
他
を
楽
し
ん
で
来
る
予
定

で
す
。 

 

割
田 

 

隆
（
昭
和
38
年
卒
） 

隔
月
に
『
元
気
確
認
？
』
と
称
し
て
会
っ

て
い
る
飲
み
仲
間
の
内
、
ゴ
ル
フ
を
や
る

盛
田
登
、
関
昌
雄
、
樽
沢
輝
夫
と
小
生

の
四
人
で
十
月
十
二
日
か
ら
三
泊
四
日

の
サ
イ
パ
ン
旅
行
に
行
っ
た
。 

盛
田
、
関
と
小
生
は
今
回
二
回
目
。
関

の
案
内
で
行
っ
て
以
来
、
そ
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
、
も
う
一
度
が
九
年
越
し
で

実
現
し
た
。 

青
い
空
と
紺
碧
の
海
、
数
百
メ
ー
ト
ル
は

あ
ろ
う
眼
下
の
岩
壁
に
激
し
く
砕
け
散

る
白
い
波
、
太
平
洋
戦
争
末
期
米
軍
に

投
降
せ
ず
、
『
天
皇
陛
下
万
歳
』
と
叫
び

な
が
ら
こ
の
断
崖
か
ら
身
を
投
じ
た
人

達
を
思
う
と
、
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
り

周
囲
の
慰
霊
碑
に
手
を
合
わ
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。 

観
光
、
ゴ
ル
フ
、
グ
ル
メ
を
満
喫
し
、
ホ
テ

ル
で
は
夜
明
け
近
く
ま
で
卒
業
以
来
そ

れ
ぞ
れ
の
半
世
紀
を
語
り
な
が
ら
、
健

康
、
家
族
、
仲
間
、
そ
し
て
平
和
に
安
住

で
き
る
有
難
さ
を
痛
感
し
た
旅
で
あ
っ

た
。 

さ
あ
、
次
は
何
処
に
い
く
？ 

 

岩
崎 
幸
夫
（
昭
和
39
年
卒
） 

六
十
八
歳
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
は
、

孫
六
人
の
成
長
と
ゴ
ル
フ
へ
の
挑
戦
で

す
。 

ゴ
ル
フ
は
エ
ー
ジ
ー
シ
ュ
ー
ト
を
目
指
し
、

身
体
の
動
く
限
り
距
離
、
ス
コ
ア
ー
に
こ

だ
わ
っ
て
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

目
標
は
遥
か
遠
く
に
あ
り
ま
す
が
、
気

持
ち
で
は
一
歩
一
歩
前
進
し
た
い
と
、

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。 

幹
事
の
皆
様
、
長
い
間
ご
苦
労
様
で
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
解
散
ま
で
何

と
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

十
十
木
哲
夫
（
昭
和
39
年
卒
） 

須
商
の
思
い
出
で
、
そ
れ
は
三
年
生
の
夏
、

就
職
活
動
が
始
ま
り
、
担
当
の
先
生
か

ら
東
京
の
出
版
関
係
会
社
の
打
診
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
農
家
の
次
男
坊
で
、
信

州
を
離
れ
る
覚
悟
は
出
来
て
い
て
、
履

歴
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
先
生
か
ら
履
歴
書
欄
の
「
健

康
」
を｢

頑
健｣

と
変
え
る
よ
う
に
で
し
た
。

私
は
三
年
間
無
遅
刻
、
無
欠
勤
だ
っ
た
の

で
先
生
も
そ
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
く

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

入
社
し
た
会
社
は
出
版
物
の
取
次
業
で
、

重
い
本
や
雑
誌
を
取
り
扱
う
大
変
厳
し

い
会
社
で
、
頑
健
で
な
け
れ
ば
勤
ま
ら

な
い
内
容
で
し
た
。 

私
は
そ
の
社
で
定
年
ま
で
勤
め
、
そ
の
後

四
年
間
関
連
会
社
で
働
き
、
四
十
六
年

間
楽
し
く
働
け
た
の
も
、
あ
の
時
の
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。 

現
在
は
自
宅
の
近
く
に
畑
を
借
り
家
庭

菜
園
で
野
菜
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
も
頑
健
で
す
。 

 

中
山 

 

勉
（
昭
和
39
年
卒
） 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
に
卒
業
し
、

世
に
出
て
以
来
六
十
一
歳
で
退
職
。
須

坂
商
業
を
母
校
に
持
て
た
こ
と
は
誇
り

で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
須
商
東
京
同
窓
会
に
携
わ
っ
て
二

十
数
年
、
有
意
義
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

大
峽 
賀
利
（
昭
和
40
年
卒
） 

故
郷
を
離
れ
四
十
八
年
経
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
は
応
援
部
で
声
が
大
き
い
と

い
う
こ
と
で
、
須
商
祭
で
は
宣
伝
隊
と
し

て
自
転
車
で
近
隣
市
町
村
を
メ
ガ
ホ
ン

片
手
に
巡
っ
た
こ
と
や
新
入
生
へ
の
応
援

指
導
、
夏
の
野
球
部
へ
の
応
援
、
須
商
の

伝
統
を
守
る
た
め
放
課
後
に
練
習
し
た

こ
と
等
々
を
思
い
出
し
ま
す
。 

三
年
生
の
時
に
は
念
願
の
応
援
用
、
和

太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。
ま
だ
あ
る
の
だ

ろ
う
か
？ 

 

有
賀 

信
子
（
昭
和
40
年
卒
） 

私
が
通
学
し
て
い
た
頃
は
、
校
門
を
入

る
と
直
ぐ
左
手
に
ク
ロ
ー
バ
ー
に
囲
ま
れ

た
丸
い
池
が
あ
り
、
そ
の
先
に
テ
ラ
ス
の

つ
い
た
図
書
室
が
あ
り
ま
し
た
。 

教
室
か
ら
渡
り
廊
下
で
そ
こ
に
行
く
と
、

明
る
く
っ
て
清
々
し
い
気
分
に
な
っ
た
事

を
覚
え
て
い
ま
す
。 

時
が
移
り
、
校
舎
や
校
庭
も
様
変
わ
り

し
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
再
編
統
合

が
始
ま
り
ま
す
。 

須
商
と
い
う
名
称
は
消
え
て
淋
し
く
な

り
ま
す
が
、
あ
の
頃
の
学
び
舎
は
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
心
の
原
風
景
と
し
て
、
私

達
を
支
え
、
励
ま
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。 

 

小
田 

 

彰
（
昭
和
40
年
卒
） 

事
務
局
員
を
懲
り
ず
に
二
十
五
年
間
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
。
理
由
（
総
会
で
ご

高
齢
先
輩
達
の
健
康
な
姿
が
目
に
や
き

つ
き
、
何
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
、
日
本
を

代
表
す
る
企
業
の
会
長
か
ら
の
一
喝
等

素
晴
ら
し
い
同
窓
生
と
の
出
会
い
に
酔
い

し
れ
て
い
る
。
蜂
谷
さ
ん
等
を
中
心
と
し

た
事
務
局
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
惚
れ
込

み
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
も
輪
の
中
に
い
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た
）
が
真
相
だ
。 

健
康
の
秘
訣
は
、
目
標
を
定
め
て
突
き

進
む
事
に
あ
り
と
結
論
し
実
行
し
て
い

る
。 

 

小
林 
直
治
（
昭
和
40
年
卒
） 

７
年
前
の
こ
と
、
母
校
８
０
周
年
行
事
の

件
で
先
輩
の
安
財
達
志
さ
ん
（
昭
３
９

卒
）
の
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
た
と
き
、
「
家

事
調
停
委
員
」
の
仕
事
を
勧
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

自
分
の
定
年
後
の
生
活
・
・
・
一
体
何
を

し
た
ら
よ
い
の
か
迷
っ
て
い
た
矢
先
、
安

財
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
助
言
で
し
た
。 

目
下
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

同
窓
会
活
動
を
懸
命
に
取
組
ん
で
い
た

ご
褒
美
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
、
勝
手
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

感
謝
。 

 

檀
原 

憲
治
（
昭
和
40
年
卒
） 

誠
に
古
い
思
い
出
で
恐
縮
に
思
い
ま
す
が
、

高
校
の
入
学
試
験
の
結
果
発
表
の
日
が
、

一
番
上
の
兄
の
結
婚
式
当
日
と
重
な
り
、

早
朝
か
ら
ラ
ジ
オ
の
音
声
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。 

当
時
は
、
合
格
者
の
受
験
番
号
が
ラ
ジ

オ
で
伝
え
ら
れ
た
た
め
で
す
が
、
幸
い
に

も
入
学
す
る
こ
と
が
出
来
、
大
喜
び
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

 

中
澤 

功
夫
（
昭
和
40
年
卒
） 

私
に
と
っ
て
の
須
商
は
、
曲
渕
先
生
と
の

出
会
い
が
大
き
い
。
自
信
が
持
て
ず
、
戸

惑
い
の
多
い
時
期
、
強
く
生
き
る
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
と
言
う
こ
と
を
、
肌
で

感
じ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ

の
後
の
人
生
を
決
定
し
た
就
職
も
、
先

生
の
お
力
添
え
無
く
ば
、
ど
う
な
っ
て
い

た
事
か
。
感
謝
。
そ
し
て
、
合
掌
。 

そ
れ
か
ら
同
期
の
面
々
、
口
数
は
多
く

は
無
い
が
、
根
性
は
並
な
ら
ず
の
個
性

派
ぞ
ろ
い
。
こ
れ
か
ら
も
続
く
で
あ
ろ
う

十
七
期
同
窓
会
は
私
に
と
っ
て
大
切
な

楽
し
み
の
一
ツ
で
あ
る
。 

 

森
山 

貞
幸
（
昭
和
40
年
卒
） 

早
い
も
の
で
、
卒
業
し
て
か
ら
半
世
紀
も

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

恩
師
に
紹
介
さ
れ
て
入
っ
た
銀
行
も
無

事
定
年
退
職
し
、
商
業
高
校
を
卒
業
し

た
自
分
と
し
て
は
、
良
く
頑
張
っ
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
恩
師
・
先
輩
の
方
々

の
お
陰
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

卒
業
し
て
、
社
会
人
と
な
り
、
仕
事
を
し

て
い
る
時
は
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
定
年
間
近
に
な
っ
た
時
は
、
田
舎
や
、

高
校
の
恩
師
、
同
級
生
に
無
性
に
会
い

た
く
な
り
ま
し
た
。 

 

小
川 

安
雄
（
昭
和
41
年
卒
） 

【
母
校
の
思
い
出
】 

青
白
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
木
造
二
階
建
て
の

学
び
校
舎
。
隣
に
小
さ
な
講
堂
、
耳
を

傾
け
た
朝
礼
。 

講
堂
の
前
に
、
ガ
ラ
ス
窓
が
広
く
て
明
る

い
開
放
的
な
図
書
室
・
テ
ラ
ス
、
よ
く
日

向
ぼ
っ
こ
し
た
よ
ね
。
テ
ラ
ス
の
横
に
は

広
い
庭
、
真
ん
中
に
丸
い
大
き
な
池
、
綺

麗
だ
っ
た
か
な
？
雨
の
紫
陽
花
き
れ
い
だ

っ
た
よ
ね
。 

三
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
校
舎
（
須
商
）

が
消
え
る
と
は
寂
し
い
で
す
ね
。 

あ
り
が
と
う
、
我
が
母
校
須
商
！ 

 

片
桐 

正
人
（
昭
和
41
年
卒
） 

兄
が
亡
く
な
り
実
家
も
遠
く
な
り
ま
し

た
。
で
も
今
日
、
私
が
あ
る
の
は
生
ま
れ

故
郷
で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
、
こ
の
年

ま
で
頑
張
れ
た
の
は
母
校
「
須
商
」
の
お

陰
だ
と
思
い
ま
す
。 

年
と
共
に
田
舎
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。 

 

勝
山 

功
久
（
昭
和
41
年
卒
） 

須
商
を
卒
業
し
就
職
。
転
職
す
る
器
量

の
な
い
小
生
は
同
一
企
業
で
丸
四
十
七

年
間
勤
務
い
た
し
、
こ
の
三
月
で
一
応
の

ピ
リ
オ
ド
を
。 

こ
れ
か
ら
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
、
荒
れ
た

心
身
に
潤
い
を
施
し
、
惚
け
な
い
程
度
の

雑
学
の
勉
強
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
各
位
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
北
沢 

 

博
（
昭
和
41
年
卒
） 

高
校
の
再
編
統
合
と
は
い
え
、
学
舎
が

無
く
な
る
こ
と
は
大
変
残
念
で
す
。
今

で
も
、
応
援
の
練
習
を
し
た
の
を
思
い
出

さ
れ
ま
す
。 

  

黒
岩 

敬
子
（
昭
和
41
年
卒
） 

昭
和
四
十
一
年
卒
業
し
地
元
の
会
社
に

就
職
。 

夫
は
四
歳
上
の
同
窓
生
。
夫
の
転
勤
に

よ
り
東
京
へ
。
既
に
故
郷
を
離
れ
て
４
２

年
過
ぎ
ま
し
た
。 

仕
事
も
現
役
継
続
中
で
、
休
日
は
夫
と

旅
行
、
ゴ
ル
フ
で
人
生
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い

ま
す
。 

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。 

 

小
山 

俊
久
（
昭
和
41
年
卒
） 

【定
年
後
植
木
職
人
に
転
身
】 

以
前
、
成
美
会
誌
で
報
告
し
ま
し
た
が

定
年
後
、
植
木
職
人
と
し
て
再
出
発
し

ま
し
た
。 

花
木
を
相
手
に
散
髪
屋
さ
ん
と
同
様
に

短
く
手
入
れ
を
す
る
と
、
お
客
さ
ん
か

ら
ス
ッ
キ
リ
し
、
サ
ッ
パ
リ
し
た
と
、
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。 

こ
の
喜
び
を
生
き
甲
斐
に
体
力
の
続
く

限
り
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

佐
藤
今
朝
雄
（
昭
和
42
年
卒
） 

【六
十
五
歳
！
高
齢
者
の
仲
間
入
り
】 

四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
だ
そ
う

で
す
。 

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
様
々
な
人
と
の
出

会
い
そ
し
て
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
同
窓
会
も
幹
事
の
仕
事
を
通
じ
良

き
諸
先
輩
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
趣
味
の
絵
画
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
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友
人
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。 

今
後
と
も
「
人
と
の
出
会
い
」
を
よ
り
大

切
に
平
々
凡
々
と
暮
ら
す
。
こ
の
先
、
何

年
生
き
る
か
分
り
ま
せ
ん
が
、
残
り
の

人
生
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
も
の
で

す
。 

 

神
品
富
美
子
（
昭
和
43
年
卒
） 

高
校
時
代
の
思
い
出
さ
れ
る
事
は
、
入

学
し
て
間
も
な
く
厳
し
い
応
援
練
習
の

連
続
で
し
た
。
で
も
今
は
、
懐
か
し
い
思

い
出
の
一
コ
マ
で
す
。 

須
坂
商
業
高
校
の
名
が
消
え
る
事
は
非

常
に
残
念
で
す
が
、
時
代
の
流
れ
で
し
か

た
の
な
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
思
い
出
は
消
え
る
事
が
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

竹
内 

勝
一
（
昭
和
43
年
卒
） 

須
坂
の
実
家
に
帰
省
し
た
際
に
、
百
々

川
の
河
川
敷
を
散
歩
す
る
。 

上
流
に
向
か
っ
て
歩
く
と
両
サ
イ
ド
に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場 

            

が
良
く
整
備
さ
れ
て
、
私
よ
り
も
先
輩

の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

て
い
る
。 

母
校
の
先
輩
も
プ
レ
ー
し
て
い
る
と
思
う

と
、
思
わ
ず
ナ
イ
ス
パ
ー
と
声
を
掛
け
た

く
な
る
。 

左
側
の
臥
竜
山
は
部
活
で
駆
け
回
っ
た

山
だ
。 

振
り
返
れ
ば
北
信
五
岳
が
美
し
い
。 

故
郷
は
い
い
。 

 

中
沢 

邦
芳
（
昭
和
44
年
卒
） 

い
つ
も
成
美
会
誌
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
毎
年
一
回
以
上
は
須
坂
に
帰

り
、
自
分
の
原
点
は
須
商
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

最
近
は
小
学
校
、
中
学
校
の
同
窓
会
も

あ
り
、
楽
し
み
で
す
。 

須
坂
市
の
人
口
も
減
少
に
転
じ
て
お
り
、

世
の
中
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
す
。 

そ
の
中
で
の
廃
刊
は
止
む
を
え
ま
せ
ん
。

須
商
の
思
い
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
の
で
、 

            

そ
の
思
い
を
胸
に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で

す
。
皆
様
も
健
康
を
第
一
に
、
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

金
井 

年
男
（
昭
和
47
年
卒
） 

【甲
子
園
出
場
】 

今
か
ら
四
十
二
年
前
の
昭
和
四
十
六
年

夏
、
須
商
野
球
部
が
甲
子
園
初
出
場
、

校
名
が
全
国
に
知
ら
れ
た
日
が
来
た
。 

グ
ラ
ン
ド
で
汗
を
流
し
た
こ
と
が
昨
日
の

様
に
思
い
、
学
生
時
代
の
私
は
野
球
小

僧
一
筋
の
人
生
で
し
た
。
母
校
が
「
甲
子

園
初
出
場
」と
い
う
偉
業
を
成
し
得
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
今
も
語
り
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
感
無
量
で
、
胸
が
熱
く
な

り
、
こ
の
思
い
出
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
。

い
つ
ま
で
も
私
の
心
の
中
で
灯
し
続
け
る

の
で
す
。 

須
商
の
校
名
が
な
く
な
る
が
、
我
が
母

校
の
須
商
は
永
久
に
不
滅
で
す
。 

 

田
牧 

 

博
（
昭
和
48
年
卒
） 

【母
校
の
思
い
出
】 

四
十
年
前
、
須
商
で
様
々
な
教
え
を
受

け
ま
し
た
。
男
女
共
学
で
女
性
を
知
り
、

現
在
の
妻
に
巡
り
会
え
ま
し
た
。 

学
友
と
悪
戯
し
、
世
の
我
慢
の
限
度
を

学
び
ま
し
た
。 

簿
記
と
珠
算
を
学
び
、
税
務
の
仕
事
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

担
任
教
師
と
激
論
を
交
わ
し
、
何
事
に

も
突
き
進
む
勇
気
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

東
京
同
窓
会
が
解
散
で
す
か
・・・ 

ご
尽
力
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
致
し
ま

す
。 

■
■
■
■ 

編 

集 

後 

記 

■
■
■
■ 

 

今
回
は
成
美
会
誌
、
「
さ
よ
な
ら
特
集

号
」
と
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
多
数
の
寄

稿
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

母
校
は
平
成
二
十
九
年
三
月
、
九
十
一

年
の
歴
史
を
閉
じ
、
須
坂
園
芸
高
等
学
校

と
再
編
統
合
さ
れ
総
合
技
術
高
校
と
し

て
、
須
坂
創
成
高
等
学
校
（
仮
称
）
と
な

り
ま
す
。 

「
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
」
は
、「
戦

中
・
戦
後
の
状
況
」「
母
校
の
思
い
出
」「
近

況
報
告
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
「
母
校

が
無
く
な
る
こ
と
は
、
残
念
で
た
ま
ら
な

い
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
母
校

に
対
す
る
「
思
い
」
「
感
謝
」
と
「
絆
」
、

さ
ら
に
、
「
故
郷
へ
の
愛
着
」
を
感
じ
ま

し
た
。 

寄
稿
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
成
美
会
誌
は
今
回
で
廃

刊
と
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
総
会
は
、
今

後
三
年
間
続
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

事
務
局
長 

中
山 

 

勉 

青
木 

悟
さ
ん
を
偲
ん
で 

元
会
長 

青
木
悟
さ
ん
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

私
た
ち
の
須
商
東
京
同
窓
会
に
は
、
永
年
ご
尽
力
賜
り

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

総
会
の
席
で
開
口
一
番
「
よ
く
来
と
く
ん
な
し
た
！
」

と
・
・
思
い
出
し
ま
す
。 

大
き
な
、
大
き
な
青
木
さ
ん
の
母
校
へ
の
愛
し
て
や
ま

な
い
思
い
、
私
た
ち
は
忘
れ
ま
せ
ん
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

合
掌 


